
近

週間

の

成

立

の
関
連
に
お
い
て

||
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代

本

日

洋

学
と

は
じ
めに
近
代
日
本の
出
発、
その
発
展に
お
い
て、
洋
学の
果し
た
役

割は
き
わめ
て
大
きい。
洋
学は
い
わ
ゆ
る
蘭
学の
名で
よ
ば
れ
て
い
る
よ

うに、
オ
ラ
ン
ダ
訟
を
と
お
し
て、
近
代
商
欧
諸
国の
医
学・
自
然
科
学・

人
文
科
学、
さ
らに
兵
学
ま
で
を
芯
味す
る。
洋
学
者
た
ち
は
そ
れ
ら
をつ

ぎつ
ぎに
摂
取し、
近
代日
本の
建
設に
努
力
して
いっ
た。
ま
た、
明
治

の
新し
い
文
学の
開
花に
も
その
基
礎
を
与え
た
T)。
明
治の
v
文
明
開

化グ
は、
洋
学の
教
義の
上に
き
ずか
れ
た
秀
才
児で
あ
る
と
もい
い
え
よ

う。
西
岡、
福
沢
諭士口、
森
鴎
外
な
ど
を
思い
出
し
た
だ
け
で
も
十
分で
あ

ろ
う。
し
か
も、
こ
う
し
た
西
欧の
学
術
文
化
を
日
本に
移
植す
る
た
め
に

は、
当
然の
こ
と
な
が
ら
全
く
言語
系
統の
こ
と
な
る
オ
ラ
ン
ダ
語
その
他

西
欧
諸
語と
対
決し
な
け
れ
ば
な
ら
なかっ
た。
学
聞は
ま
ずコ
卜パ
よ
り

入
る
ーーーとい
う
わ
け
で、
蘭
語
学
習の
過
程に
お
い
て、
蘭
文
典、
蘭
和

辞
書が
氾
述、
編
纂
さ
れて
いっ
た。
こ
う
し
た
問の
事
情は
小
論
「
国
語

史
研究ノ
l
ト
||
前
文
典
をめ
ぐっ
て
||」
(
早
大・
国
文
学
研究却)

や
「
近
世に
外
国
語の
摂
取と
その
影
終
||近
代日
本
語
史の一
断
面
|

お
け
る

|」
(
国
語
と
国
文
学
四
二
七
号)
その
他に
発
表
し
た(2)。
そこ
で
は
文

典
や
辞
書に
あ
ら
わ
れ
た
翻
訳
文、
翻
訳
語につ
い
て
その
翻
訳
態
度
を
検

討しつ
つ
考
察
記
述し
て
おい
た。こ
の
小
稿で
は、
い
さ
さ
か
そ
う
し
た

杉

本

と

む

つ

前
語
学を
離
れ
て、
蘭
学
者の
ゐり
方、
お
よ
び
彼
等の
翻
訳し
た
諸
作
品

の
成
立
事
情、
特に
杉
田
玄
白の
「
蘭
学
事
始」(3)
以
外の
江
戸
蘭
学
界、

あ
るい
は
長
崎
通
詞と
江
戸と
の
関
述
事
情
など
を
考えつ
つ、
蘭
学
者の

近
代日
本語
創
造に
及ぼ
し
た
努
力と
功
績につ
い
て
考
えて
い
こ
うと岡山

ぅ。
もっ
と
も、
た
だ
蘭
学
者の
あ
り
方や
翻
訳
書
成
立の
事
情の
記
述に

う
だ
がわ

終るこ
と
な
く、
紙
数の
許
す
限り、
江
戸
関
学
界の
大
立
物、
字
国
川
家

の
人々
を
中
心に
彼
等の
翻
訳
古と
その
翻
訳
語につ
い
て
考
察
す
るこ
と

と
す
る。
彼
等に
よっ
て、
近
代日
本の
学
術
文
化
を
推
進
し
てい
く
上に

欠
くこ
と
の
で
きない
数
多
くの
術
語
が
う
み
だ
さ
れ、
そ
れ
らは
明
治・

大
正
をへ
て、
現
代
も
な
おい
きっ.つ
けて
い
るの
で
あ
る。

野
呂
元
丈
と
平
賀
源
内

べ
て
い
る。

今
時、
世
間に
関
学と
い
ふ
こ
と
専
ら
行は
れ、
士心
を
立つ
る
人は
篤

く
学び、
無
識な
る
者は
波
り
にこ
れ
を
誇
張
す。
その
初め
を
顧み

思ふ
に
昔、
翁が
輩二
三
人、
ふ
とこ
の
業に
志
を
興せ
し
こ
と
な
る

が、
は
や
五
十
年に
近し。
今
頃か
く
ま
で
に
至
るべ
し
と
はつ
ゆ
思

玄
白は、
「
蘭
学
事
始
上」
の
は
じ
め
で
こ
う
述



近 代 日 本語の成立

は
ざ
り
し
に、
不
思
議に
も
感ん
に
な
り
しこ
と
な
り。

「
蘭
学
事
始」
は
文
化
十二
年
二
八一
五)
の
頃と
し
て
誤り
ない
わ
け

で
為
る
か
ら、
玄
白・の
い
う
蘭
学
発
生
期は、
お
よ
そ
十八
世
紀の
後
半、

明
和三
年
(一
七六
六)
頃と
考
え
て
よ
か
ろ
う。
さ
らに
大
ま
か
に
い
う

な
ら
「
解
体
新
書」
の
翻
訳が
着
手
さ
れ
た
明
和
八
年の
頃と
考え
て
よ
か

ろ
う。
同
じ
く
「
蘭
学
事
始
下」
に
〈
そ
も
そ
も
江
戸に
て
こ
の
学を
創
業

ふわ付

し
て、
鮒
分と
い
ひ
古り
しこ
と
を
新た
に
解
体と
訳
名し、
且つ
社
中に

にっぽんそうこ〈じゅう

て
誰い
ふ
と
も
な
く
関
学と
いへ
る
新
名
を
首唱
し、
わ
が
東
方
悶
州、

自
然と
通
称と
な
る
に
も
至
れ
り。
こ
れ
今
時の
ご
と
く
隆
盛と
な
るべ
き

こうし

最
初
鴨
矢
な
り。
V
と
誇
らか
に
述べ
てい
る
わ
け
で
為
る。
さ
らに
玄
白

の
記
す
よ
う
に
八
和
蘭
実
測
第
四砧の
こ
と
ど
もは
篤
き
入り
しこ
と
ば
か
り

な
り
V
で
あ
り、
〈
もし
直に
か
の
図
書を
和
解し
見る
な
ら
ば、
格
別の

利
授
を
得
るこ
と
は
必せ
り
V
と
考え
て、
積
極
的に
蘭
学、
翻
訳へ
とつ

き
す
す
むの
で
あっ
た。
もっ
と
も
歴
史の
教
える
と
こ
ろ
で
は、
将
軍
吉

宗の
時
代か
ら、
実
質
的
に
は
蘭
学が
開
始
さ
れた
と
み
るべ
きで
あ
ろ
う

し、
当
時、
日
本の
学界で
も、
広
く
実
況
的
学
風
が
おこ
り
つ
つ
あっ
て、

西
欧の
科
学
文
化
を
受
けい
れ
る
に
好
都
合
な
学
界の
空
気に
も
なっ
て
き

て
い
た
の
で
あ
る
す)O
野
呂
元
丈や
青
木
文
蔵な
ど
は
初
期
江
戸の
関
学

者と
し
て
忘
れて
は
な
ら
ぬ
人
物で
あ
る
が、
前
者は
医
師で
あ
る
とこ
ろ

か
ら
本
草、
医
学
関
係を、
後
者は
儒
者と
い
う
点か
ら
オ
ラン
ダ
語の
語

学
的
研
究に
成
果を
あ
げ
ていっ
た。
た
と
えば
元
丈は
彼の
訳し
た
「
阿

蘭
陀
禽
獣
姦
魚
図
和
解」
(4叫町4)(5)
の
凡
例
風の
と
こ
ろ
に、

一
羅
語
トハ
ラ
テン
詞-一
テ
御
座
候
此
鉢ハ
文
字ノ
書ヤ
ウ
阿
蘭
陀ト

違
候
而
続カ
ネ
候ヨ
メ
候テモ
義
理
通シ
不
申
候
(
中略)
此
文
鉢ハ

《まま〕

みやこことば

横
文
字ノ
通スル
国ハ
何レ
ノ
国ニ
テモ
学
者ハ
通シ
候ヨ
シ
雅
言

ト
相
関へ
申
候
縦へ
ハ
ミ
イ
ラ
ヲ
唐-一
テ
木
乃
伊ト
申
候
是ラ
テン

一治ノモ
ミ
イ
ト
云
ヲ
移シ
タル
モ
ノ
ト
奉
存
候
阿
蘭
陀-てアハ
メ
ンス

フ
ラ
イ
シ
ト
云
直-一
人
肉ト
云コ
トノ
ヨ
シ
俗
名ノ
様-一
相
関へ
申
候

の一
項
を
加
えてい
る。
ラ
テン
語・
オ
ラン
ダ
語・
シ
ナ
語・
日
本
語
|

lこ
の
四つ
の
語
をい
つ
も
対比
し、
し
か
も
そ
れ
ら
を
過
不
及
ない
完
全

な
日
本
語
||一
つ
の
表
現と
し
よ
うと
し
た。
そ
う
し
た
新し
い
表
現
を

う
み
だ
す
努
力こ
そ
元
丈
だ
け
で
な
く、
以
後の
全
蘭
学
者が負
わ
ね
ば
な

ら
ぬ
宿
命で
も
あっ
た。
蘭
学
者に
よ
る
翻
訳
語の
複
雑
さの一
つ
が
こ
う

し
た
と
こ
ろ
に、
程
時か
れ
て
もい
る
わ
け
で
あ
ろ
う。

し
か
し
野
呂や
青
木は
ロ
人で
あり、
一
種の
御
用
学
者で
あっ
た。
そ

れ
に
ひ
き
か
え、
や
や
時
代は
下
る
が
広
く
初
期の
蘭
学
者と
して
考え
ら

れ
るの
に
平
賀
源
内
が
あ
る。
元
丈で
蘭
学
者の
宿
命と
もい
うべ
き
翻
訳

態
度
を
示し
て
み
た
が、
源
内で
蘭
学者
が
た
ど
ら
ね
ば
な
らぬ
人の
世の

あ
り
方
を
み
る。
い
わ
ば
封
建
時
代に
お
け
る
蘭
学
者の
生
活と
意
見が
諮

ら
れて
い
る
の
で
あ
る。
源
内は
明
和
五
年
長
崎に
遊
学し、
約三
年
そこ

に
と
ど
まっ
て
勉
強
し、
い
ろい
ろ
な
面で
新
知
識を
学び
とっ
た。
彼
自

身
〈
翻
訳は
不
朽の
業V
と
い
い、
西
欧の
近
代
科
学の
追
究に
努
力し

た。
し
か
し
多
能な
るこ
の
才
子は、
当
時
本
草
学
者と
し
て
自
他と
もに

許し
て
レ
た
もの
の、
つ
い
に
発
狂
し、
殺
人
を
犯
し
牢
死
する
とい
う
悲

劇
的
な
終
末
を
と
げ
ね
ば
な
ら
な
かっ
た。
死
後
源
内の
親
友で
あっ
た
杉

問
玄
白
は
自
費で
彼の
た
め
に
墓
碑を
た
て、
〈
あ
あ
非
常の
人、
非
常の

こ
と
を
好
む。
行ひ
こ
れ
非
常
な
り。
な
ん
ぞ
非
常に
死
す
る
や
V
と
刻ん

だ。
調
刺
文
学の
作
者と
し
て、
あ
るい
は
浄瑠
璃
作
家と
し
て
縦
横に
才
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議
をふ
るっ
た
彼、
その
本
質は
本
草
学
者
(
蘭
学
者)
とい
う
点に
あっ

た
で
あ
ろ
う。
非
常に
死せ
ざ
る
を
得な
かっ
た
の
は
何
故で
あっ
た
ろ
う

か。
し
か
もこ
う
し
た
例は一
人
源
内
だ
けの
もの
で
は
ない。
当
時の
蘭

学
者の、
あ
るい
は
進
歩
的
イン
テ
リ一
般の
人
間
像を
示し
て
もい
る
の

で
あ
る。
源
内の
師で
も
あ
る
吉
雄
耕
牛
(
後
出)
は
〈パ
ハ
ン
事
件
(
密

輸
事
件)
V
の
た
め
罪を
得、
高
野
長
英は
顔
を
焼
き、
か
く
れ
すみ、つ
い
に

は
自
刃
し
な
け
れ
ば
な
ら
なかっ
た。
橋
本
宗
吉の
よ
うに
電
気の
研
究
放

に
キ
リシ
タ
ン
の
妖
術と
し
て
死
刑に
処せ
ら
れ
た
若い
魂。
その
他八
シ

l
ボル
ト
事
件V
に
よ
る
一両一
橋
景
保の
獄
死、
一
家
全
部へ
の
処
刑。

ーー

すべ
て
非
常の
人々
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ない。
そ
うで
な
くと
も、

後
出の
馬
場
佐
十
郎、
宇
田
川
玄
真、
吉
雄
俊
蔵な
どの
よ
う
に、
あ
るい

は
語
学に
精
魂
をつ
くし
きり、
あ
るい
は
火
薬
実
験で
死
を
急
ぐ
な
ど、

や
は
り
非
常の
人々
で
あっ
た、
も
ち
ろ
ん
ど
ん
な
場
合で
も
新しい
もの

をつ
くり
だ
す
時に
は、
多
くの
障
害が
あ
り、
幾
多の
俊
才が
生
命
を
断

つ
の
は
当
然で
あ
ろ
う(6)。
源
内
も
そ
う
し
た
人々
の
鮮の
ご
くは
じ
め

の一
人で
あっ
た
と
いっ
て
よ
か
ろ
うか。

2 

長
崎
と
江
戸
源
内は
長
崎
遊
学の
頃
を
思い
出して、
蘭
書の
ま
ば
ゆ
さ

に
目
移り
し
て、
な
ま
か
じ
りに
終り、
辰
も
基
礎で
あ
るべ
き
語
学をお

ろ
そ
か
に
し
たこ
と
を
後
悔し
て
い
る。
お
そ
ら
く
親
友で
あ
る
玄
白に
も

こ
の
こ
と
は
も
ら
し
た
で
あ
ろ
う。
長
崎
通
詞・
西
善三
郎の
忠
告で
オ
ラ

ン
ダ
語
学
習を
断
念
し
た
玄
白の
態
度の一
つ
も
そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
遠
因

が
あ
る
か
も
知
れ
ない。
そ
れ
は
と
も
あ
れ、
玄
白
らに
よっ
て
訳
出
さ
れ

た
「
解
体
新
書」
は
わ
が
悶近
代
科
学の
誕
生といっ
て
もよ
か
ろ
う。
同

書に
対
す
る
評
価は
別に
ゆ
ず
る
が、
「
解
体
新
車両」
伺
訳の
成功と
栄
誉

は、
その
中
心
人
物、
蘭化・
前
野
良
沢の
語
学
力に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
と
思
わ
れ
る(7
3
彼は
二
度、
三
度
長
崎に
遊
学
して、
通
詞に就い

て
直
接オ
ラン
ダ
語
を
学び、
深
く
語
学と
し
ての
オ
ラン
ダ
語に
精
出し

た
わ
け
で
ある。
い
わ
ゆ
るパ
ン
ク
チィ
エ
ィ
ショ
ン
に
関する
論ゃ、-7

行
背と
L-
R
音と
の
違い
に
つ
い
て
の
考
察
な
ど、
典
型的な
語
学者
と

し
ての
姿
を
知る
こ
と
が
で
をあ。こ
う
し
た
意
味か
ら
も
長
崎
通
詞につ

い
て
すこ
し
考
えて
お
き
たい。

「
蘭
学
事
始」
で
は、
玄
白の
い
う
蘭
学と
関
連し
て
こ
う
述べ
て
い
る。

長
崎に
も
聞
き
伝へ、
蘭
学とい
うこ
と
江
戸に
て大い
に
開け
し
と

い
うこ
と、
通
詞
家
な
どに
て
は
忌
み
憎み
し
ょ
し。(
中略)
如
何
さ

ま
こ
の
こ
ろ
ま
で
は、
か
の
家々
は
通
弁ま
で
の
こ
と
に
て、
書
物
読

み
て
翻
訳
する
な
ど
とい
うこ
と
も
なか
り
し
時
節(
後略)

こ
の
記
事はい
さ
さか
真
実を
お
お
う
もの
で
あ
る。
大
槻
玄
沢の
「
蘭

学
階
梯」
で
も、
ω
長
崎
通
詞
1
単に
オ
ラン
ダ
語
をしゃべ
る
人々
と
陶

江
戸の
蘭
学
者
|オ
ラン
ダ
語
を
学ん
で
西
欧の
学
聞
を
学ん
でい
る
人々

と
二
分し
て
い
る。
し
か
し、
蘭学
は
長
崎
通
詞
を
以て
は
じ
め
ら
れ、
幕

末
ま
で
絶
え
ず
長
崎が
江
戸
蘭
学
界へ
影
響
を
与え
て
いっ
たの
で
ある。

すで
に
元
禄
年
間、
長
崎
通
詞・
本木
良
意に
よっ
て
オ
ラン
ダ
解
剖

書、
解
剖
図の
観
訳
が
おこ
な
わ
れ、
「
和
蘭
全
躯
内
外
分
合
図」
と
題し

て
ま
と
め
ら
れて
い
る(
刊
行は
安
永
元
年。
周
防の
医
師・
鈴
木
宗云)。

ま
た
外
科・
楢
林
流で
名
高レ
楢
林
鎮
山は
宝
暦三
年
二
七
O六)
に
蘭

語の
重
訳か
ら
翻
訳し
て
「
紅
夷外
科
宗
伝」
(
未
刊)
を
著わ
し
た
とい
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ま
た
文
蔵、
元
丈、
源
内、
良
沢
な
ど
が
教え
を
受け
た
吉
雄

耕
牛
(
永
章、
幸
作)
も
有
名で
あ
る。
ふつ
う
五
十才
位で
な
け
れ
ば
な

れ
ない
大
通
詞に
二
十五
才の
若
さ
で
任
命
さ
れ
た
と
い
うこ
と
で
も
優
秀

さ
が
わ
か
ろ
う。
玄
白
は
「
解
体
新
書」
の
校
関を
頼み、
序
文
を
書い
て

も
らっ
て
い
る。
蘭
語は
もち
ろ
ん、
天
文、
地
理、
医
学
方
面に
ま
で
研

究
して
い
る。
彼に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
多く
調
査
考
究
すべ
きこ
と
が
残

さ
れて
い
る
が、
その
子
や
孫
||
吉
雄
氏
を
名
乗る
人々

ーーに
も
多
く

の
逸
材が
で
て、
直
接、
間
接に
江
戸、
い
な
日
本の
蘭
学
界に
強い
影
響

を
与え
て
い
る。
大
槻
玄
沢の
こ
と
ば
を
以
て
す
れ
ば、
耕
牛は
〈
四
方の

門
人六
百
余
人に
及
び、
遂に
吉
雄
流の
名
声天
下に
轟
き
た
り
V
と
い
う

盛
事で
あっ
た。
し
か
も
門人に
医
術
を
教
授
す
るに
あ
たっ
て、
第一
に

紅
毛
文
字、
第二
に
紅
毛
方舌円
最
後の
第
十で
整
骨
法と
い
うよ
うに、

や
は
り一軒
争を
入
門の
第一
に
す
えて
い
る
の
で
あ
る。
先に
ふ
れ
た
吉
雄

俊
蔵
(
常三、
南皐)
は
耕
牛の
孫の一
人で、
観
象
堂の
号
が
あ
る
よ
う

に、
天
文
学に
く
わ
し
く、
ま
た
火
薬の
研
究
家で、
雷
管の
装
置
も
彼が

わ
が
国
最
初と
い
わ
れ
る。
火
薬実
験で
負
傷し、
つ
い
に
死
亡し
た
と
い

う
臼
本の
ノ
ーベ
ル
の
よ
う
な
人
物で
あ
る。
長
崎
大
阪
l
江
戸と
放
浪

し、
最
後に
名
古
屋に
屈
を
構
え、
そ
こ
に
蘭
学の
積を
ま
き、
大
き
く
実

ら
せ
て
いっ
た。
日
本
言
語
学の
祖・
上
回
寓
年
博
士の
祖は、
こ
の
吉
雄

氏の
門人・
上田
仲
敏に
関
係
ある
と
い
わ
れて
い
る。
ま
た
明
和か
ら
天

明に
か
け
て
活
躍し
た
人に
本
木
良
永
(
栄
之
進、
仁
太
夫)
が
あ
る。
大

槻
玄
沢や
後
述の
志
筑
忠
雄
も
その
門に
入っ
た
ら
しい。
訳
書
も
十
二
三

種
あ
る
と
さ
れ
る
が、
天
文
学の
翻
訳
「
星
術
本
原
太
陽
窮理
了
解
新
制
天

地二
球
用
法
記」
(4胡一K4川畑
さが
知
ら
れて
い
る
(以
下
「
星
術」
と
時

う(自)。

近 代 日 本語の成立

称)。
こ
れ
よ
り
先
安
永三
年
「
天
地二
球
用
法」
を
訳
出
して、
わ
が
国

で
は
じ
め
て
コ
ペ
ル
ニ
クス
の
地
動
説を
紹
介し
てい
る
が、
「
星
術」
で

は、
単に
新しい
西
欧の
天
文
学
を
紹
介
する
だ
け
で
な
く、
東
西
学
術、

蘭
和の
言語
構造の
違い
な
ど
も
深
く
考え、
翻
訳
上の一
家言
と
もい
う

べ
き八
和
解
例
言
V
をつ
づっ
て
い
る。
本書
で
〈
恒
星、
惑
星、
火
星、

金
足、
木
星、
土
星V
な
ど
が
訳
出
さ
れ、
〈
七
曜、
火、
水、
木、
金、
土

曜日
(日
曜日
は
太
陽目。
月
曜日
は
太
陰目。)
V
の
曜日
名
も
訳
出
さ
れ

aる。
さ
ら
に
ピ
タゴ
ラス、
ケ
プレ
ル、
ガ
リレ
イ、
デス
カル
テス
(
デ

カル
ト)、
イ
サ、不
ウ
トン
(ニュ
ー
トン)
など
が
登
場し、
地
動
説
を一示

し、
フ
ィ
ロ
ソ
フィ
ー
も
問
題に
し
て
い
る。
そ
し
て
フ
ィロ
ソ
フィ
ー

を
八
和
語に
儒
教と
通
ず
る
な
りV
と
考え
て
い
た
ら
しい。
こ
の
語の
定

訳は
示し
て
い
ない
が、
八
儒
教、
智
学、
窮
理
学V
など
と
訳
出し
てい

た。
後に、
長
崎
通
詞に
よっ
て
窮潔
学か
らで
た
八
理
学V
が
定め
ら

れ、
明
治の
中ば
ま
で
用い
ら
れ
る
よ
うに
な
るの
で
あ
る(9)。
「
解
体

新
書」
と
ち
がっ
て、
ほ
ぽ
本
木一
人の
苦
心の
作
品で
あ
る
「
星
術」
は

推
量
を
越え
た
苦
闘の
連
続で
あっ
た
ろ
う。
その
努
力と
功
績は
高
く
評

価
さ
れ
て
よ
か
ろ
うと
思
う。
「
星
術」
の
終りに
次の
こ
と
ば
が
あ
る。

(前
略)、
身を
以
て
自
ら
顧
る
に
浅
識
短
才の
(
及ぶ)
処に
非
ず。

訳
術
最
も
難し
翻
訳の
精
粗
王
訳
不正
訳

義
訳の
誤り
あ
らん。

(中
略)
和
闘
語の
転
用
変
化の
義
考ふ
るに
至
り
て
は
千
言
万
語

何
ぞ
正
訳を
得ん
や。
今
此の
書を
解
す
るに
和
漢の
文
則に
拘ら
ず

専ら
和
蘭
語の
文
意に
従
ひ
正
訳
或は
義
訳、
仮
借
ご一
の
略
文
潤
文

コヒネダハタ

を
交ふ。
然
ら
ざ
れ
ば
彼の
上の
文
意
を
解し
難し。
(中略)
庶
幾

は
訳
家五口が
党の
後
賢
通
弁
知り
明
哲の
人
正
補
あらん
事
を。
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(
後略)
*
な
お
早
大
図
書
館
蔵の
写
本に
はこ
の
文
句が
ない。

こ
の
本
木と
耕
牛に
教を
う
け
た
者に、
志
筑
忠
雄
(
忠
次
郎、
仲
次

郎、
中
野
柳
闘)
がい
る(ω)。
家は
代々
長
崎
通
詞
で
あ
る
が、
彼こ

そ、
白
木で
は
じ
め
て
〈
蘭
語
学Vの
延
礎
をつ
くっ
た
語
学者
で
ゐ
り、

その
門
下か
ら
出た
多
くの
俊
才は、
直
接に
江
戸
蘭
学
界に
強い
影
響を

及ぼ
し
てい
る。
語
学だ
け
で
な
く、
天
文、
物
理
な
どの
自
然
科
学
苫を

翻
訳、
独
自の
説
もつ
く
り
だ
し
て
い
る。
ケムペ
ル
の
日
本
暦
史の一
部

を
飼
訳し
た
「
鎖
同
論」
(
鎖
国の
語
も
志
筑で
あ
る)
は
知
ら
れて
い
る

が、
ほ
か
に
「
暦
象
新
書」
(
上・
中・
下)
が
名
高い。
ニュ
ー
ト
ン
の

力
説
引
を
紹
介、
批
判し、
八
星
雲
説V
ま
で
考え
出し
て
い
る。
こ
れは

カ
ン
卜の
そ
れ
よ
り
早
く、
し
か
も
ま
さ
る
と
も
劣ら
ぬ
独
自の
説で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る。
上
巻は
究
政
十
年
(一
七
九
八)
に
で
き
あがっ
て
い

る
が、
八
重
力、
速
心
力、
求
心
力V
な
ど
の
術
語
を
用い
て、
西
欧の
天

文、
物理
(
特に
光
学や
力
学)
の
諸
概
念
を
llよ
し
術
活に
今日
と
同

じ
もの
は
少い
が
||か
な
り
明
確に
規
定し
てい
る。
い
わ
ゆ
る
八
見
掛

けの
運
動
V
を
〈
視
動V
(
上
巻)
な
ど
と
沢
し
て
お
り、
こ
れ
は
むし
ろ

現
代
採
用
す
る
に
た
え
る
術
語と
い
い
うる
の
で
あ
る。
江
戸
商
学
者・
青

地
林
宗
(
芳
幣)
の
「
気
海
観
測」
(4減計協)
か
ら
川
本
幸
民の
「
気
海
観

潟
広
義」
(寸一川一L昨)
へ
つ
づ
き、
さ
らに
明
治の
「
物
語階
梯」
(引川一国立)

に
ま
で
影
響を
及
ぼ
し
て
い
くの
で
あ
る。
し
か
も
問
者の
序に
は
〈
予ハ

一
個ノ
舌
人
ナル
ノ
ミ
ナ
レパ
僅ニ
蘭
書ノ
大
意
ヲ
解ス
ル
コ
ト
ヲ
得レ
ト

モ
浅
見
湾
問、
和
川崎ノ
山内
総ニ
暗ケレパ、
如
何
ゾ
天
学ノ
何
物クル
コ
ト

ヲ
知ル
ニ
足
ラン
ャ。
唯
訳
文ノ
辞
釧ニ
シ
テ
読
人
原
文ノ
怠
ヲ
詳一一
県
会

スル
ニ
難カ
ランコ
ト
ヲ
恐ル

V
と
謙
辞
を
述べ
て
い
る。
訳
著
書
も

二
十
四、
五
種、
決し
て
単
なる
舌
人で
は
ない。
特に
志
筑は
病
弱の
た

め一必
詞
を
や
め
て
引
退し、
中
野
柳
闘
と
名
乗っ
て
専ら
蘭
語
研
究に
励ん

だ。
「
関
学
生
前
父」
「
和
蘭
詞
品
考」
「
蘭語
九
品
集」
(
?)
「
助
詞
考」

な
ど
が
為
る。
「
関
学
生
前
父」
は
わ
が
国
最
初の
文
法
書で
あ
り、
宣長

(
説)
ま
で
出て
き
て、
一
種の
日
蘭
比
較
文
法の
趣
をな
して
い
る。
国

学
者の
研
究に
も
か
な
り
注
目し
て
い
た
よ
うで、
蝦
柳
闘
先
生
造
教の

角
苫あ
る
大
槻
玄
幹
著
「
西
音
発
徴」
(4崎一」埼)
に
よっ
て
もこ
の
こ
と
を

十
分
うか
が
うこ
と
が
で
きる。
特に
音につ
い
て
オ
ラ
ン
ダ
語
音
を
烏
獣

の
声と
け
な
し
てい
る
国
学
者
を
批
判し、
古
音や
仮
名
遣い
に
ま
で
ふ
れ

てい
る
丘三
国
語
学
史に
も
関
係
する
人
物と
いっ
て
よ
か
ろ
うか。
し

か
もこ
う
し
た
中
野
柳
闘の
門人と
し
て
馬
場
佐
十
郎
(
貞
由、
穀
里)、

吉雄
六
二
郎
(
耕
牛の
子。
如
淵、
権
之
助)
がい
る。
なお
耕
牛の
甥で

六
二
郎と
並び
称
さ
れる
吉
雄
忠
次
郎
(
呉
州)
も
中
野と
接
触が
あっ
た

と
思
わ
れ
る。

以
上
長
崎
通
詞の
幾人か
を
素
描し
て
み
た
が、
彼ら
の
語
学
方
而での

功
絞は「
道
訳
法
扇
町向」で
代
表
さ
れ
よ
う。
同盟Hに
示
さ
れ
た
デ
アル
休に

よ
る
翻
訳
文(
日
ゃ、
文
学、
論理
術、
接
吻
など
の
訳一語につ
い
て
は
別

オ
ラ
ン
ダ

論で
考
察
し
た
と
お
り
で
あ
る。
「
道
訳
法
爾
馬」が
江
戸へ
出て
「和
蘭
字

索」
と
な
り、
さ
らに
「立似
英和
一袖
珍
辞
書」
と
なっ
て
出
版
さ
れ
るの

で
あ
る。
こ
う
し
た
辞
苫の
系
統
を
た
ど
り、
内
容を
検
討し
てい
く
と、

ま
さに
蘭学か
ら
英
学へ、
封
建
時
代か
ら
近
代日
本へ
の
大
きな
推
進
力

の
所
在が、
ほ
か
な
ら
ぬ
長
崎
通
詞に
あ
るこ
と
を
痛
感
す
る
の
で
あ
る

(日)O
彼
らの
著
わ
し
た
嗣
文
法、
そこ
に
訳
出
さ
れ
た
術
活、
訳
文
を
検

討し
た
時、
一
そ
う
話
学
方而での
彼
らの
努力と
功
級に
再
検
討を
加
え

ね
ば
な
ら
ない
こ
と
を
知る。
別論
で
も
多
少
考
察し
て
お
い
た
が、
今
後
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大
い
に
研
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
ない
分
野で
あ
ろ
う。
数
多
くの
近
代日
本
語

||
文
化・
科
学
を
お
し
す
す
め
て
い
く
た
め
の
ーーが
創
始さ
れて
いっ

た
の
で
あ
る。3 

近 代 日 本語の成立

さ
て士口雄
耕
牛に
せ
よ
本木
良
永、
中
野
柳
闘に
せ
よ、
長
崎
を
雛れ
て

江
戸で
活
躍し
た
わ
け
で
は
ない。
諸
国か
らこ
こ
に
集っ
て
教
を
受け
た

も
の
は
多か
ろ
う
が
白
。
そ
う
し
た
点か
ら
文
化
五
年
(一
八
O八)の

馬
場
佐
十
郎の
江
戸
詰は
大
き
な
意
味が
ゆめ
る。
馬
場は
幕
府の
八
世
界
地

図
V
作
製の
た
め
江
戸天
文
台に
呼ば
れ
た
わ
け
だ
が、
文
化八
年に
は

八
蛮
喜
和
解
御
用
V
を
命ぜ
ら
れ
た。
そ
して、
同
時に
ショ
i
メル
の
百

科
全
書の
翻
訳に
従
うこ
と
に
な
り、
大
槻
玄
沢、
宇田
川
榛
斎、
同
格庵、

小
関三
英、
港
長
安な
ど
も
加わっ
てい
る。
問
弁は
「
厚生
新
編」
と
名

づ
け
ら
れ、
百
巻に
及ぶ
大
事
業で
あっ
た。

馬
場が
江
戸に
呼ば
れ
た
時は
若
干二
十二
才で
あ
り、
二一
十六
才で
死

去
す
る
ま
で、
主と
し
て
江
戸で
活
躍、
蘭
学
者に
オ
ラン
ダ
語
も
教
え
た。

藤
林
普
山の
「
和
蘭
語
法
解」
(4川寸併)
や
奥
平
昌
高の「
蘭
語
訳
摂」(
同

上)
に
蘭
文の
序
を
寄せ
て
い
る。
ま
た
蘭
文
法を
あ
ら
わ
し
た
り、
「
俄

羅
斯
語
小
成」
(
十一
巻・
4M寸ト年)
な
ど
もつ
くっ
℃
い
る。
後
出の
宇

田
川
格
庵な
ど
も
馬
場か
ら
オ
ラン
ダ
一拾
を
習っ
て
あの
よ
うに
大
き
な
翻

訳
を
し
と
げ
ら
れ
たと
思
わ
れ
る。
中
野と
とも
に
江
戸
時
代の
天
才
的
語

学
者と
いっ
て
よ
か
ろ
う(
己。
馬
場
死
去の
あと
江
戸に
呼ば
れ
た
の
が

吉
詐
呉
州で
あ
り、
八
博
覧
強
記、
精通
文
法V
と
棒
庵の
記
録
する
と
こ

ろ
で
あ
る。
さ
らに
吉
雄
俊
蔵
も
江
戸に
出、
感
ん
に
文
法
を
蘭
学
者に
教

タ
た
よ
うで、
や
は
り
格
庵の
記
録で
は、
彼が
は
じ
め
て
加盟問
に五
法
六

格の
あ
るこ
と
を
唱
え、
その
説が
新
奇で
あ
る
と
み
え
る。
その
問、
大

槻
玄
沢、
玄
幹
な
ど
は
長
崎
遊
学を
して
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら、
文
化五

年
前
後
江
戸に
もか
な
り
しっ
か
り
し
た
蘭
語
学
習が
おこ
な
わ
れ
た。
そ

の
基
礎
は
や
は
り
長
崎
速
詞で
あ
り、
し
か
も一
級
中の一
級とい
え
る
人

々
で
あっ
た。

馬
場や
吉
雄の
在
江は、
こ
うして
長
崎と
江
戸を一
つ
に
む
す
びつ

け、
江
戸
蘭学
界に
蘭学の
基
礎と
もい
うべ
き
蘭
語
学をか
な
り
徹
底
的

に
侵
透
させ
て
いっ
た。
そ
れ
以
前と
は
問
題に
な
ら
ない
もの
が
で
きて

きた
ろ
うと
思
う。

4 

字
国
川
家の
人
々
「
解
体
新
書」
の
あと
注
目
さ
れ
る
の
は
宇田
川
玄
随

(
塊
園)、
その
子
玄
其(
榛
斎)、
その
子
熔庵、
さ
らに
その
子
興
斎の
仕

事で
あ
る。
玄
随に
つ
い
て
「
蘭晶子
事
始」
にこ
う
ある。

津
山
候の
落
医に
宇
田
川
玄
随といへ
る
男
あ
り。
こ
れは
元
来
漢
学

に
厚
く、
博
覧
強
記の
人
な
り。
(中
略)
か
の
言
語の
数々
を
も
習

ひ
し
が、
元
来
秀
才に
て
鉄
根の
人
ゆ
ゑ
その
業
大い
に
進み、
一
室田

を
訳し、
内
科
摂
要と
題せ
る牛
八
巻を
箸せ
り。
こ
れ
簡
約の
舎と

いへ
ど
も、
本
邦
内
科
書
新
訳の
は
じ
め
な
り。
惜しい
か
な
四
十
余

よみじ

に
し
て
泉
路に
赴
け
り。

玄
随は、
桂
川甫
周、
前
野
良
沢、
石
井
恒
右
衛
門(
もと
長
崎
通
詞)
あ

た
りに
蘭
語
を
習っ
た
よ
う
で
あ
る
が、
玄
白の
い
う
よ
うに「
内
科
撰
要」

は一
人の
力に
な
る
内
科
医
書と
し
て
わ
が
国
最
初の
翻
訳で
あ
る。
その
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他
「
西
洋
医
言」
が
あ
る
が、
同
書は、
原
語と
訳
語と
を
カ
タ
カ
ナ
で口

調よ
く
道
記
し、
医
学
訟を
よ
む
人へ
の
記
憶し
易い
術
語
訳
語
集の
よ
う

な
もの
で
あ
る。
彼
は
か
な
り
蘭
語
もで
きた
よ
うで
あ
る。
「
内
科
撰
要」

の
考
察は
他日に
ゆ
ず
る
こ
と
と
し
て、
小
論で
は、
子の
榛
斎の
もの
に
つ

い
て
考
えて
い
こ
うと
思
う。
「
蘭
学
事
始」
に
は、一
度は
玄
白と
父
子の

契
を
結ん
だ
が、
放
蕩は
げ
しい
た
め
絶
交
を
し
た
山み
え
る。
の
ち
望
ま

れ
て
宇田
川
玄
随の
後
をつ
い
だ。
官
長と
同
じ
く、
伊
勢の
人で
あ
る
が、

か
な
り
起
伏
変
化の
多い
人
生
を
送っ
た
人で
あ
る。
玄
随の
門に
入っ
て

掛川
学と
医
学
を
お
さ
め、
蘭
活は
玄
沢や
舵
川
甫
周につ
い
て
習っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
が、
お
そ
ら
く
彼の
評
価
が
知
ら
れ
る
もの
と
し
て、
学者
評

判
記
な
ら
ぬ
「
当
世
名
家
評
判
記」
(
-芯
一辞)
で
あ
ろ
う。
す
な
わ
ち
阿
古

〈
医
汗
之
部V
に
八
大
上
上
吉V
の
評
点で、
こ
う
み
え
る。

〔まま〉

O
宇田
川
玄
榛
深川頭取
「
御
著
述
も
沢
山
あ
り、
蘭
学
者の
老
先
生、

三
ケ
津で
し
ら
ぬ
人
は
ご
ざ
り
ませ
ん。
わる口「な
ぜ
療
治が
出
来

ぬ
ぞ
ひい占
「こ
れ
さ
/1、
此
人は
附
苫
の
翻
沢
を
して、
世
間の
医

者の
文
盲を
お
療
治
な
さい
ま
す

〔まま》

*
参
考
まで
に
比
較の
怠
味で
大
槻
玄
沢と
杉
田
玄
伯
を
示し
て
お
く。
評

点は
八
上
と七日V
で、

0
一純一μ側
頭取
「
御両
人と
も
久しい
蘭
学
院白
で
ご
ざ
り
ま
す。

わる口
「一
向に
斤が
あか
ぬ
たよ
り
若
手に
きん
/九、の
人が
出
来

ま
し
た。

右の
評
語
は
批
評
者の
立
場を
よ
く
考
慮
し
た
上で
考え
ね
ば
な
ら
ぬ
も

の
で
あ
ろ
う
が、
他の
もの
と
比
し
て
も
玄
真に
関
する
限り
妥
当
し
てい

る
よ
うで
あ
る
2
1
先に
ふ
れ
た
よ
うに
馬
場や
玄
沢が
蛮
沓
和
解
御用

に
命ぜ
ら
れ
たの
が
文
化八
年で
あ
る
が、
二
年
後に
は
玄
真
も
御
用を
命

ぜ
ら
れて
い
る
ほ
ど
で
あ
るか
ら、
語
学
力は
か
な
り
す
ぐ
れ
てい
たと
考

え
ら
れ
る。
寛
政八
年
こ
七
九六)
に
完
成し
た
とい
わ
れ
る。
「ハ
ル

マ
和
解」
も、
玄
真の
参
加に
よ
り
急ピッ
チに
完
成に
近
づ。い
た
ら
し

い。
玄
白は
八
稲
村
(
稲
村三
伯の
こ
と)
が
企て
しハ
ル
7
釈
辞の
香ば

か
れ
が
加
功
し
て
その
業を
助
成
せ
りと
な
り
V
と一
行で
か
たづ
けて
い

る
が。
玄
真の
訳述
で
特にこ
こ
で
取り
あ
げ
る
の
は
「
医
範
提
網」
(三

巻4川区一時)
「
遠
西医
方名
物
考」
(三
十六
巻4川11以前)
「
和蘭
薬
鏡」

(
十八
巻・
刊
記
未
市町)
の
三
書で
あ
る(凶)。

厳{命に
い
うと
「
医
術
短
綱」
は
彼の
訳し
た
「
遠
西
医
筒」
(三
十
巻・

現
存四
巻)
のコ
ン
サ
イス
版と
も
い
うべ
き
もの。
「
速
西
医
範」
を
よ

み
と
く
た
め
の
掛
糾で
あっ
た。
フル
ネ
イム
は
「問問
医
筒
提
綱」
で、

玄
真の
講
義を
門
人・
諏
訪
俊
(
士
徳)
を
中
心に
門
人二
三
人の
手で
ま

と
め
た
もの。
題
言に
よ
る
と
「
医
範
提
綱
釈
義」
と
もよ
ん
だ
ら
しい。

〈
題一吉田V
を
すこ
し
引
用し
て
み
よ
う。

榛
XM
先
生
糖-一
遠
回
名
医
著ス
所ノ
人
身
内
長ノ
書
数
部ヲ
沢
定シ。

集メ
成シ一ア
全
部三
十
巻トγ
遠
西
医
範卜
名
ク。
其
中ヨ
リ
全
身
諸

物ノ
名
及ピ
官
能ノ
綱領
ヲ
述べ。
別-
二
巻ト
シ
テ
篇
首ニ
冠シ。

ハ

タ
ラ
キ

オ
ホ
グ
、

n，

医
範
旧民
綱卜
名
ク。
(
中
略)
鳴
呼
先
生
多
年
済
生ノ
大
志ヲ
奮ヒ。

サシヲ

ヲ

人
間ノ
営
擁ヲ
閣
キ。
至
誠ニ
一制
訳ヲ
事トスル
ニ
ア
ラズ
ンパ。
百

冒Jナカ
ムダゴト

ヒトスヂ

ナミイヅタ
傍
安ン。ソ
従
来ノ
瞥
争ヲ
免レ。
整
列ムノ
席目
染ヲ
脱シ。
容
易ク
性
命
存

コ
レ
マ
ヂ

ア
ヤ
マ
ヲ

ヒ
ソ
カ

活ノ
枢
奥ヲ
暁
リ。
百
疾
託
治ノ
機
密ヲ
知ル
寸
ヲ
得ン
ャ。
俊
綴-一
刻

グ
プ
ヒ

ア
ラ

カク

オシ

神山ノ
楚
宝ニ
務レ。
永久
連
城ノ
光
リヲ
閤サ
ン寸
ヲ
惜ム。
因
テ
同

タマ
キマム庁タ

タカヲ
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ハカ

社ノ
二
三
子
ト
謀リ。
嘗テ
提綱ノ
講
席ニ
侍
シ
テ
筆
記スル
大
略

カ
ナ

ヲ
抄シ。
国
字ニ
テ
提綱ノ
各
章-一
附
記シ。
先
生-一
講一ア
謬
誤ヲ正

ゲデリ

シ。
玖
繍ヲ
補ヒ。
蕪
雑ヲ
側一ア
全
篇三
巻トシ
医
範
提
綱
釈
義卜
名

ケ。
梓-一
一鍍メ一ア
師
坐-一
蔵メ。
以
テ
医
範ノ
鳴
矢
トス。

サキタケ

タ
ル
ム
ス

一、
鵠
斉
杉
田
先
生
創メ
テ
遠西。
鳩
鹿
模
斯。
撰ム
所ノ
内
景
書ヲ

訳シ。
解
体
新
書ヲ
著シ
世ニ
行ハ
ル。
此ヨ
リ
シ
テ
背人
始一ア
内
景

ノ
実
際ヲ
窺フ
寸
ヲ
得タ
リ。
令
嗣
紫
石
先
生
又
家
学ヲ
勤メ。
内
外

医
書ヲ
翻
訳シ。

向
和
蘭ノ
医
術ヲ
即フ。
又
磐
水
大
槻
先
生
師
命

ク
ル
ム
ス

ヲ
奉ジ
鳩
鹿
模
斯ノ
原訳ヲ
校
訂シ。
註
讃ヲ
補
訳シ
他
説ヲ
参
考シ

テ
大ニ
詳
巌ヲ
加へ
重
訂
解
体
新
書ヲ
著ハ
ス。

プランカ
ル
ヅ
パ
ル
ヘイン
ヘル
ヘイン
イシスロワ

今
榛
斎
先
生
勃
郎
姶
爾
都。
八
商
歓
印。
協
児
歎
印。
応
斯
虚
鳥。
等

ノ
諸
名
家
内
景ノ
数
書ヲ
訳
輯シ
テ
医
範ヲ
著ハ
ス。
凡ソ
辞
簡
約
ナ

レパ
要
領ヲ
得
易ク。
義
詳
世間ナレパ
底
慈ヲ
究
尽ス。
初メ
解
体
新

書ノ
約
説
出
テ。
後-一
医
範ノ
精
詳ニ
及
プ。
天
意
ト
云ベ
シ。
今
此

書。
新
書ト
並ピ
行ハ
レ
テ
惇
ラズ。
詳
約
相
発シ。
本
末
互ニ
応

ジ。
永
ク
遠
西
内
外
医
術ヲ
学ブ
ノ
規
範
トス。

て
此
量百
二執ル
諸
国窃
諸
液ノ
名
称。
並ニ
新
製
字
等。
皆
重
訂
解
体

新
書ト
参
考
出
入シ
テ
改
訳、γ
医
範ニ
載ル
所
ナ
リ。
故-一
一英
名
義ハ

医
範ニ
就
テ
考フベ
シ。

近 代 日 本語の 成立

い
う
ま
で
も
な
く
「
解
体
新
書」
と
の
か
か
わ
り
多く(
日、
両
者の
比

較
が
必
要で
あ
ろ
う
し、
原
典の
「
速
西
医
範」
を
参
照
すべ
きで
あ
ろ
う。

し
か
し
題
言
(こ
の
文
章のo
点の
用
法は
江
戸
時
代の
もの
と
し
て
は
か

な
り
正
格で
あ
る)
に
あ
る
よ
うに、
本
書は
本
書と
し
て
十
分
価
値が
あ

り、
引
用
記
述
を
省
略し
た
が、
養
父・
玄
随の「
内
科
撰
要」を
う
け
て、

正
し
くこ
れ
を
発
展
さ
せ
た
もの
で
ある。
「
解体
新
書」
が
外
科で
ある

に
対し
内
科
方
面の
もの
と
し
て
頗る
価
値
高い
もの
で
ある。
附
図の
銅

版
解
剖
図
も
わ
が
国
最
初の
もの
で
あり、
本
書を一
そ
う
光
輝
あ
ら
し
め

てい
る。
ま
た
文
章
体に
漢
字か
な
ま
じ
りの
い
わ
ゆ
る
国
字
体を
用い、

説
明
用
語
もつ
と
め
て一
般
的
な
俗
語
を
用い、
漢
字にル
ピ
を
し、
固い

漢
詩に
は
左
側に
意
味
(
訓)
をほ
どこ
す
な
ど
も
注
意
し
て
よ
か
ろ
う。

当
時の
学
術
文は
漢
文
体
をと
る
の
が
ふつ
うで
ある
か
ら、
こ
の
点、
や

は
り
普及
を
ね
らっ
た
玄
真の
八
済
生V
の
真
意が
うか
が
わ
れ
る。
話し

こ
と
ば
で
と
ま
で
はい
か
な
くと
も、
口
授の
調
子の
記
述
文
章
体
を
示し

てい
る
点は
前
向
きの
態
度と
評し
て
も
よか
ろ
う。
こ
れ
は
玄
真だ
けで

な
く、
裕
庵や
興
斎い
わ
ば
宇
田
川
家の尚子
風で
あ
り、
多くの
蘭
学
者の

傾
向で
あっ
た。
さ
ら
に
本
書に
示
さ
れた
医
学
用
語、
人
体
名
称につ
い

て
考
え
れ
ば、
現
代
語と
なっ
てい
る
もの
||
裏が
えせ
ば、
解
体
新
書

な
ど
と
は
異る
もの
ーーを
見
出
すこ
と
が
で
きる。
た
と
えば
次の
と
お

れソ。

セン

キウ

甲
状
軟
骨、
鎖
骨、
薦
骨、
視
神
経、
聴
神
経、
娘
神
経、
胃
液、
小

スイ
デヲ

勝、
大
腸、
勝、
腔、
尿
道、
輸
精
管、
腺、
騰、
腹
膜、
繊
維、
靭
帯、

脂
肪、
(
心
臓の)
右
室・
左
室、
心
耳

右の
ほ
か
に
も
あ
ろ
うと
思
うが、
すべ
て
現
代と
同
じ
もの
で
あ
ろ

う。
もっ
と
も八
神
経
V
の
よ
うに
後
に
出た
「問
解
体
新
書」
に
出て

セーニ三

い
る
訳
語(凶)
||「
解
体
新
書」
で
は
原
語の
ま
ま
世
奴
ーー
も
あ
る
が、

「
和
蘭
薬
鏡」
な
ど
他の
記
録
を
参
照
する
と
玄
真の
訳
語の
よ
うで
あ
る。

ま
た
八
小
腸・
大
腸V
は
苦か
ら
ご
くふつ
うにい
わ
れ
て
きた
諮で
ある
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が、
杉
田
や
大
槻
は
八
薄
腸・
厚
腸V
と
訳
し
てい
た
の
で、
俗
間の
語
を

吟
味し
て
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う。
その
代り、
八
食
道V
を
気
管と
対
応

し
て
八
胃
管V
と
改
沢し
てい
る
が、
こ
れ
は
今は
な
く
なっ
てい
る
わ
け

で
あ
る(
胃
管は
淡
方
医の
方に
は
み
える)。
〈
初
恋、
手
紙V
な
ど
が
蘭

和
辞
書の
訳
活に
み
え
る
が、
い
ず
れ
も
俗
間の
用
活と
し
て
日
常
生
活に

用い
ら
れ
てい
る
請
を
採
用し
た
よ
うで
あ
る
(
前
者は
近
松に、
後
者
は

一
茶の
もの
な
ど
に
み
え
る)。
こ
れ
は
蘭
学
者の
翻
訳一
般の
方
法
で
あ

る。
な
お
〈
勝、
腺V
は
八
新
製{子V
と
こ
と
わっ
てい
る
よ
うに
新し
く

つ
くっ
た
国
字で
あっ
た。
い
う
ま
で
も
な
く
趣
味
的に
濫
造し
た
もの
で

は
な
く、
そ
れ
ま
で
の
シ
ナ
語
で
は
ま
か
ない
き
れ
ぬ
西
欧
灰
学の
新しい

概
念、
名
称
を
もる
新し
い
市
袋と
い
う
もの
で
あっ
た。
こ
う
し
た
翻
訳

語
を
定め
る
こ
と
に
よ
り 、
関
必
を
解
し
な
い
も
の
も 、
西
欧
近
代
医
学と
共

骨
か
u
b
め
を
もつ
よ
うに
も
な
る
わ
け
で
あ
る。
近
代日
本へ
の
進
歩
発

展が
ど
れ
ほ
ど
約
束さ
れ、
批
進
さ
れ
たこ
と
で
あ
ろ
う。
こ
こ
に
も
シ
ナ

か
ら
離れ
て
丙
欧へ
つ
く、
近
代日
本の
態
度
が
かい
ま
み
ら
れ
る
の
で
あ

る。
つ
ぎに
「
速
西
医
方
名
物
芳、
同
補
遺」
(四
十五
巻4川11)につ
い

て
考
察し
て
おこ
う。

な
お
本
書と
関
連し
て、
玄
真を
語
るに
ふ
さ
わ
し
い
弟
子
緒
方三
平

(
章)
の
記
す
挿
話が
あ
る。
玄
真は
病
宮崎い
時、
緒
方
を
よ
び、
「
名
物

考」
に
の
る
薬品の
分
旦につ
い
て、
家
蔵の
アム
ス
テル
ダム
の
薬
秤で

は
かっ
た
が
正
確を
矧せ
なかっ
たこ
と
を
伝え、
八
算
数V
に
長
じ
てい

る
緒
方に
再験
を
退
命し
て
死ん
だ。
彼は
そこ
で
度
比
単
位に
つ
い
て
考

究
するこ
と
と
なっ
た
の
で
あ
る
||と。
度口一品・
時
間な
どの
単
位につ

い
て
もか
な
り
苦
心
し
た
よ
うで
ある。
今
ま
で
の
記
述と
重
複
する
点
も

あ
ろ
う
が、
八
凡
例V
を
示し
て
お
く。

オホムネ

スギ

一、
従
来
我
邦ニ
於テ
逮
西ノ
医
術ヲ
唱ル
者。
大
率
外
科
者
流一一
過

ズ。
我ガ
王
父
椀闘
先生。
西
説
内
科
撰
要ヲ
著ハ
シコ
レ
ヲ
首
唱ス

ソノ、チ

ル
ニ
ル一ア
人々
晴夫ニ
西
洋
内
科
ノ
術アル
寸
ヲ
知ル。
爾
後四
方
俊

秀ノ
土
其
絡ヲ
継テ
諮明シ
遂ニ
海
内ヲ
風
廃ス。
然ル
ニ
其
病
因
讃

治ノ
説
皆。
人
身
解
剖ノ
実
測-一
拠ル
ヲ
以
テ
必ズ
先ツ
内
景-一
通
暁

ハカ

セ
ザレパ
猶
権
衡ナ
フ
シ
テ
鍛
錬ヲ
較ル
ガ
如ヲ
完-一
其
真
面
目
ヲ
領

ア
ラ
一

解シ
難シ。
是ニ
於
テ
家
厳
榛
斎
先
生。
医
範
提
綱ヲ
著ハ
シ
遠
西
内

景
説ノ
綱
要
ヲ
述
べ
口出
銅
鍍ノ
図ヲ
附γ
保セ
テ
世ニ
公一一
ス。
笥

カナパシ
ヲヒ

ホぜ
宅ト
ヨ

モ
遠
西ノ
医
術ヲ
学フ
者。
是ニ
蹟
テ
講
究ス
レパ
略
其
原
キ
拠ル
所

ヲ
考ル-一
足ル。
然EA
薬品。
方
刻。
製
煉
諸
術ノ
名
物
未グ
詳
明ナ

ラ
ザ
レパ
臨
診
施
治

ノ断。
靴ヲ
隔
テ
痔ヲ
綴ノ
憾ナ
キ寸
能ハ
ズ。

世ノ
進デ
其
説

?的ン
ト
欲ス
ル
者。
亦
是ヲ
以
テ口
実
トシ
功
ヲ
半

ヒソカ

途ニ
廃ス
ル
者ア
リ。
家
厳
絡-一
是ヲ
変ル
寸
ア
リ
テ
和
閲
薬
鋭ヲ
若

ハ
シ
今
又
此
篇ヲ
述ブ。
然レ
斥
其口問
類ノ
浩
繁
衆
多ナル
悉
ク
包
羅

シ
テ
腿
列ス
ル
ニ
違ア
ラ
ザレパ
唯
古
今
多ク
歴
隊シ
試
効
彰
著ニ
シ

テ
日
用
関ベ
カ
ラ
ザル
者ヲ
弁
噺シ
国
字ヲ
頭
韻ニ
掲
ゲ
テ
各自ノ
名

物ヲ
排
纂シ
検
索一一
便
リス
猶
其
遺
漏スル
者ハ
後
篇ニ
載ス。
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こ
こ
で
は
「
内
科
際
要」
「
医
範
提
綱」
「
和
蘭
薬
鋭」
と
順
次
述べ、
本

吉
「
速
西
医
方
名
物KJ」
編
集の
必
然
性
を
説い
てい
る。
さ
ら
に、
翻
沢

に
つ
い
て
は、

一、
薬
品
和
決ニ
陀スル
者ハ
淡
名ヲ
挙グ。
唯
本
邦ニ
産シ
テ
渓
名



近 代 日 本語の成立

未ダ
詳ナ
ラ
ザル
者ハ
和
名ヲ
挙
グ。
和
漢ノ
肢
末ダ
詳ナ
ラ
ザル
者。

並ニ
方
剤
器
械
等ハ
対
訳シ
テ
原
名ヲ
挙
ゲ
(
例
省
略)
或ハ
直
訳
義

訳シ
テ
其
名ヲ
定ム
(例
省
略)

と
述べ、
野
呂
元
丈の
時と
同じ
く、
漢、
和、
蘭
(
羅)
の
誇
語
が
うか

び
あ
がっ
て
く
る。

ーl
例
え
ば
ハ
硫
黄
「ソ
ル
フル
ス」
縄句、
「ス
ワ
l

フ
ル」
綿一閥V
の
よ
うに
で
あ
る。
こ
れ
は「
和
蘭
薬
鏡」
の
八
凡
例
十
則V

中に
もみ
え
るo
す
な
わ
ち、

て
薬
品ノ
性
能主
療ノ
説
漢
人ノ
所
謂卜
悶
ジ
カ
ラ
ザル
者
団ヨ
リ

多ク
或ハ
英
実ハ一
般
ナ
レ
光
名
称ノ
殊
異ナル
ガ
為ニ
読
者ノ
耳
目

タ

レ

ヲ
新-一
スル
者ア
リ
是
西
洋ノ
医
術ハ
内
景
実
測ノ
究
理
ヲ
基
祉ト
メ

テ

名ヲ
命シ
法ヲ
立
又
世と
人と
質
強ヲ
以
テ
其
功
用
ヲ
拡
充シ
和
漢
未

ダ
曽
テ
言ザル
試
効ヲ
説
ク
故-一
全
躯
諸
器ノ
名称ヨ
リ
病
原
症
治ノ

説ニ
至ル
マ
デ
彼
此
自ラ
契
合セ
ザル
ナ
リ
然死
其
契
合セ
ザル
者
乃

チ
学
者ノ
見
聞ヲ
広メ
新
知ヲ
啓
ク
所-一
〆
此
編
ヲ
者ス
要
旨ナ
リ
読

者
此
意ヲ
謝y
漢
説ノ
外-一
一史ニ
新
奇ノ
試
効ヲ
得テ
済
生
救
療ノ一

方ヲ
世-一
関ン
寸
ヲ
希フ
ノ
ミ

新
しい
コ
トパ
は
新しい
事
実、
新しい
説
を
示
す
ため
の
当
然の
創
作

で
あっ
た。
紅
毛と
か
蛮
夷と
い
わ
ず八
西
洋V
とい
い
〈
実
測ノ
究
理
V

とい
っ
て、
沙、
説につ
か
ず
商
説に
お
も
む
くべ
し
と
す
る
態
度
||
すべ

て
が
近
代へ
の
志
向で
あ
り、
蘭
学
者た
ちの
姿
勢が
う
か
が
え
よ
う。

本
書は
引
用の
凡
例に
語
る
よ
うに
〈
U
F
hr
ιr
p
和V
以
下い
ろ
は
順

に
名
物
を
排
列し
た一一極の
事
品円で
あ
る。
そ
れ
ぞ
れ
引
用
書は
略
称
を
以

て
示
し
て
い
る
(こ
れ
も
蘭
書の
記
述
法を
ま
ね
たの
で
あ
ろ
う)。
な
お

八
対
訳(
現
代の
音
訳)
V
に
よ
る
語は
原
則と
し
て一
字一
音の
漢
字で
示

し
てい
る
が、
そ
の
ほ
か
の
時は
原
語
をか
た
か
な
で一示
すよ
うに
なっ
て

い
る。
こ
れ
は
時
代が
く
だ
る
と
共に
行わ
れ
たこ
と
で
あ
る
が、
一
般に

は
漢
字で
示
し
てい
る
の
が
多く、
ど
う
読
むの
か
か
な
り
困
難
を
感
じ

る(凶)。
こ
う
し
た
表
記
も
明
治に
ま
で
流れ
てい
く
もの
で
あっ
た。
な

お
参
考
ま
で
に
引
用
書
目
を
示し
て
お
こ
う。

O
引
用
書
目
(
原
本の
O
は(

シヨメール

(
肖)
肖
怨一
庇
初
篇・
百
家工
芸
諸
術
韻
府
警

(
叔)
叔
岡市出
出品
後
篤・
同

(
淑)
淑
盛
山地
統
筑
同

尽
イ
ス

(
裟)
裳
斯

同

ウ
エ
1
キ
ス

コ
ー
ル

(
掲)
掲
幾
斯
寄
児
医
学
校
諸
科
教
授
集
成
占

ウヲイ

(
伍)
伍
乙
都増
補
書
・
医
事
纂
安
芸

ヘ

イ

λ

テ

ル

(
協)
協
乙
斯
的
鹿
内
科
治
療
苦

ス
ウ
イ
1
テ
ン

(
斯)
斯
微
旬
ee
同

テ
ー
ヂ
ン

(
底)
底
電

同

ロ
!
セ
ン

ス

テ

イ
ン

(
羅)
羅
仙
斯
的
印
内
外
科治
療
世

ゲ
ツ

セ

ル

(
傑)
傑
池
児
湯
科
集
成
書

ド

ド
ナ
ヱ

ウ
λ

(
皮)
度
突
乃
斯

生
植写
真
本
平
集
成
者

コ
9
ユ
シ一

ウ

ス

(
革)
革
律
失
烏
斯
問

ミ
ユ

チ
ン
グ

(
鯵)
謬
模
深
侭

ネ

イ

ラ
ン

ド

(
漫)
漫
乙
蘭
皮

ブヲンカール
ツ

(
勃)
勃
郎
加
底
部

(
物)
物
印
満

)
に
改め
た)

問 問 同同
著
色
:>tt Eヨ
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(
戻)
席
前
局
方

方
剤
製
煉
集
成
書

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

(
亜)
亜
禁
斯
的
商間
違
設
局
方
同

パタ1ヒ
ア

(
抜)
抜
太
腕
亜
局
方

。
問

(
布)
和
船
齢
・
薬
性
主
治
集
成
書

(
依)
依百
乙

同

水
'
e'

(
福)
福
烏
的
:
同

ア
ル
ネマン

(
逼)
逼
爾
浬
満:・
同

ほ
か
に
本
文
中に
は
多
くの
文
献が
参
考
書と
し
て
用い
ら
れて
い
る。

こ
こ
で一
考
を
要
する
こ
と
は、
本
書は
多
分に
子の
格
庵に
よっ
て
補
訂

さ
れ
てい
る
こ
と
で
あ
る。
し
た
がっ
て
玄
真、
格
庵二
人の
合
作と
考
え

た
方がい
い
か
も
し
れ
ない。
特に
訳
語の
所
属に
つ
い
て
は
ど
ち
ら
と
も

判
断し
か
ね
る
場
合が
み
え
る。
補
選に
み
え
る
化
学
用
語は
格
庵の
「
舎

密
閉
宗」
(
後
出)
と
比
較
す
る
と、
む
し
ろ
稼
庵
が
主と
し
て
訳
出
し
た

よ
うに
思
わ
れ
る。
い
ず
れ
に
せ
よ
二
人の
合
作と
考
え
た
方が
隠
当の
よ

う
で
ある。
玄
真の
翻
訳の
独
自
性は
「
医
範
提
綱」
で
多
少と
も
示
すこ

と
が
で
きた
の
で、
築
を
あ
ら
た
め
て、
核
庵に
つ
い
て
述べ
るこ
と
に
す

る
(
両
者の
関
係に
つ
い
て
は
その
訳
語の
問
題
を
含め
て
他日
に
期
す
る

こ
と
と
す
る)。5 

摺
庵
と
理
化
学
用
語
格
庵は
彼の
自
叙
年
譜(初)
が
あ
る
の
で
前二
者

に
く
らべ、
はっ
きり
し
て
い
る。
父の
姓は
中
島、
越
後の
人
だっ
た
が

若い
時に
江
戸へ
出、
玄
随、
玄
真に
学ん
だ。
六
男四
女
あっ
て
稼
庵は

長
男、
江
戸
生
れで
あ
る。
や
は
り
前二
者と
同
じ
く、
玄
真に
子の
ない

た
め
十
四
才の
時
養子と
なっ
て
宇田
川
を
名
乗っ
た。
先に
ふ
れ
た
よ
う

に、
文
化
十一
年、
十
七
才の
時に
馬
場
佐
十
郎か
ら
訳
文の
法を
習っ
た

の
を
は
じ
め、
二
十五
六
才
まで、
吉
雄
常三、
同
呉
州に
蘭語
を
習っ
て

い
る。
こ
う
し
た
若い
時の
語
学々
習こ
そ
後に
相つ
い
で
力
作を
出
す
ゆ

え
ん
で
あ
ろ
う。
名
門に
養子と
な
り、
秀
才の
質を
う
け
努
力し
て
憎ま

ぬ
格
庵
が
大
成し
ない
は
ずは
ない。
「
羅
旬
語
解」
「
厄
利
斎亜
字
音
湾」

「
魯
西
亜
字
音
考」
な
ど
が
あ
り、
「
中
西
雑
字
簿」
(
中
西と
は
シ
ナ
と
西

洋)
で
は
オ
ラン
ダ
語、
ラ
テン
語に
シ
ナ
語
訳、
日
本
語
訳
を
そ
えてい

る。
翻
訳ノ
l卜
の一
種で
あ
る。
い
ず
れ
も
写
本で
あ
る
が、
明か
にペ

ン
や
イン
ク
も
使
用
し
てい
た
よ
うで
あ
る。
なお
前
野
良
沢
以
来の
伝
統

を
ふ
ん
で、
パ
ン
ク
チィ
エ
ィ
シヨ
ン
の
解
説
書
「
点
煩
通
考」
も
著わ
し

てい
る。
丸や
点、
りや
?な
ど、
い
わ
ば
論
理
的
な
文
章、
西
欧の
学
術

文
化
思
想
を
も
りこ
め
る
よ
う
な
文
章
を
書く
ため
で
もあ
る。

前二
者に
比
し
て、
語
学
者と
し
て
の
面
も
濃
厚で
あ
る。
格庵
あた
り

で
蘭
学
界
も一
屈
折し
た
よ
うで
あ
り、
そ
れ
まで
の
医
学
方面と
ち
がっ

て、
理
化
学
方
面が
開
拓
さ
れ
た。
格
庵の
作
品と
し
て
は
「鳩山一
植
学
啓

?もぎ

原」
(三
巻守山崎
市五\序)
が
あ
る、
友
人
箕
作
展
(
配
持)
の
漢
文
序が

つ
ぎの
よ
うに
あ
る。

亜
細
亜
東
辺
之
諸
国。
止
有三
本
草→
而
無エ
植
学一
也。
有-一
斯
学一
而

ヲ
スト
ト

テ

ハ

有二
其
書『
実
以二
我
東
方
稼庵
氏-
為二
V川
筋一
云。
客
明日
植
学
即

守

O

本
草
耳
況
其
名
不
レ
見二
子
古→

而
杜
撰ム叩
レ
之
長
亦
甚
実。

(
中
略)アル

蓋
本
草
者
者
不レ
過
ヨ
就
名
識レ
物。
詳
エ
気
味
能
毒一

猶
如レ
知=
角

者

。
プル

ヲ

O

シ

牛
蛍
者
馬吋
不γ
甚
与=
究理-
相渉よ
也
若
夫
所
詞
植
学
者
剖川
別
花
葉

桜
核一
弁1
析-
Z合
器
官
能吋

猶ヨ
動
物
之
有二
鮮
別吋

真
究
理
之
学
也
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近 代 日 本語 の 成 立

右は
ま
さ
し
く
〈
植
物
晶子V
の
独
立と
誕
生を
告げ
る
もの
で
あ
る。
序

ソ
l

ロ

ギ

ア

ト

ニ

ス

ト

ハ

ス
ル
ヘ

文に
〈
日=
素
録
義班-
此
訳一
面
学一
植
物
紙二知
党一
不レ
能-
L幼
遷
臼
適-
其

ヲ

ポ

タ

ニ

カ

エ

ス

ト

学日三
浮太
尼
加-
此
訳二
植
学一
V
と
ある
と
お
り、
ポ
タニ
ヵ、
す
な
わ
ち

ggロ可
の
翻
択で
あ
る。
別の
と
こ
ろ
で
八
動
物、
植
物、
山
物V
の

ヂ
ー
レ
ン

プ
ラ
ン
テ
ン

ミ
ネ
ラ
1
レ
ン

三
つ
に
分
け
てい
る
が、
その
プ
ラン
テン
の
研
究こ
そ
ボ
タニ
カ
で
あ
り、

植
学で
あっ
た。
な
お
ソ
lロ
キ
ア
は
N
8]D
唱
で
動
物
学で
あ
る
が、

動
物
学の
訳
訴
は
か
な
り
新し
く、
文
久二
年
版・
英
和
袖
珍
辞
書
あ
た
り

ま
で
八
活
物
学V
で、
慶
応に
はいっ
て
八
動
物
学V
の
定
訳
を
み
る(引)O

縞
物
学
も
間
禄で、
本
草
学と
混
用
さ
れ
てい
て、
定
訳は
慶
応で
あ
る。

こ
う
し
た
点か
ら
も
勤
学や
植
学の
訳
語
は、
や
は
り
格
庵の
新しい
姿
勢

か
ら
う
み
出
さ
れ
た
新しい
訳
語で
あ
る。
なお
格
庵に
は
すで
に
文
政
五

年
二
八
二
二)
に
「
菩
多
尼
詞
経」
と
い
うめ
が
あっ
て、
同
書は「
西
洋

医一吉口」
と
同
じ
く、
記
憶
法
を
加
味
し
た
植
物
学の
入
門
書で
ある。
ど
ち

ら
か
と
い
うと
椿
庵は
形
式
的、
理
論
家の
面が
あ
る。
「
植
学
啓
原」
で
は

メ

ト
i
ヂ

八
学
原
(こ
の
学の
よっ
て
きた
ゆ
え
ん)、
黙
多
徳
(
学
法と
も
訳し
て

い
る)
V
と
組
織
的な
記
述
をか
ま
え
てい
る。
さ
て
こ
の
よ
うに
し
て、

つ
ぎの
よ
う
な
訳
語
がつ
くら
れ
た。

花

粉、
約、
柱
頭、
花
柱、
毅
根、
直
根、
宿
根、
球
根、
鱗
根

ス
ト
ィ
7
d

l
ル

へ

ん
ム
チ
1

メ
ル
ク

ス
テ
ー
ル

雌
花、
雄
花、
雄
蕊、
雌
蕊、
気
室、
気孔、
気

管、
蜜

槽、

リ
ユ
タ
ト
ハ

1
テ
イ

ホ
I
Z

フ
パ
ヲ
ク

蜜
腺、
子
林、
単
葉、
複

葉、
葉
柄、
葉
脈、
喬
木、
滋
木、

I
F
ペ
ヲ
ト

ア
シ
ケ
ル
ヂ

品v
i
，n
ン
ゲ
ス
テ
ル
ヂ

a
1
ム

ヘ

1
ス
テ
ル

機
性
休、
無
機
性
体

ペ

ウ
エ
ル
キ
ト
イ
グ
テ

オ
ン
ペ
ウ
エ
ル
キ
ト
イ
グ
テ

右の
よ
うに
現
代
用
語が
散
見す
る。
た
だ
八
雄、
雌
蕊
V
は
玄
真の
訳

ら
しい(
格
庵は
心
蕊、
回須
蕊と
し
た)。
ま
た
子一貯を
〈
卵
巣V、
年
輸
を

〈
歳
輪V、
十
字
形
花、
唇
形
花
を
八
十
字
花、
唇
花V
な
ど
とい
うよ
う

に
現
代と
や
やへ
だ
た
りの
ある
訳
語
もみ
ら
れ
る。
その
他〈
理
科、
華

氏、
摂
氏、
列
氏、
粘
液、
選
談、
発
酵、
澱
粉V
や
八
水
索、
酸
素、
炭

素、
窒
素V
な
ど
も
み
ら
れ
る(
後
述)。
た
だ
本
書に
限っ
て
漢
文
体(
句

読
訓
点
捨
仮
名を
施
す)
で
あ
るこ
と
は
特
異で
あ
ろ
う
(
但し八
無
妨V

カ
マ
ヒ
ナ
シ

の
よ
うに
俗
語
を
用い、
表
現向
身は
か
な
り
通
俗
休で
あ
る)。
巻
末に

十一
丁か
ら
な
る
極
彩
色の
八
紘
学啓
原
図V
が
附
録と
し
てつ
け
ら
れて

い
る。
文
章の一
例
をつ
ぎに
示し
て
お
く
(い
わ
ゆ
る
炭
般
同
化
作
用の

説
明で
あ
る)。

シ

O

J

ル

0

7

0

ハ

シ

O

ヲ

禁
如一
面l
物
之
肺一
+エコ
呼
吸一
舎1密!家
云
円
中
川
発ニ酸
1
素
瓦
斯一

シ
ケ
イ
キ
ユ
ン

ヂ

シ
ユ
l
ル
ス
ト
フ

デ
ハ

ヒ

ニ

ス

夜
二

背
陽
之
地
及
夜
1
間一
則
発
コ
炭
1

酸
瓦
斯
及
室
1
索
瓦
1
斯イ

bE
Bカ
ゲ

コ

!
ル
シ
ユ

1
レ

ス
チ
y

キ

此
二

種
之
瓦
斯

出
二
名
物
考
補
遺一

-lt

 

格
庵の
訳
業の
う
ち
で
最
も
帽押しい
の
は、
何といっ
て
も「
舎
密
関
宗」

二
十一
巻
(
内
篇
十八
巻、
外篇
三
巻ozf時計辞)
で
あろ
う。
今
試み
に

明
治
四
十
四
年に
で
た
三
省
堂の
「
模
範
英
和
辞
典」
で
八円
Zg
E
ミV

セーミ

を
ひい
て
み
る
と、
八
化
学、
舎密
学V
の
訳
語
を
得る。
格
庵の
訳
語
は

つ
い
に
二
十
世
紀に
まで
生
きていっ
た
の
で
ある。
白か
ら
関
宗の
認
を

用い
てい
る
よ
うに、
化
学
を日
本で
ま
ず
手
をつ
け、
は
じ
め
て
その
翻

訳
書を
出し
たの
が
椋
庵で
あっ
た。
同
書は
宇田
川
柊
庵
重
訳と
ある
よ

う
に
原
著は、
イ
ギ
リス
の
ウ
ィ
リア
ム・
D・
へ
ン
リ
lの
化
学
書で、

核
庵の
用い
た
蘭
訳
書は一
入
O三
年アム
ス
テル
ダ
ム
刊の
〈の
Z
E叩

〈
8H
Z包ロロ
g
母一
E
zr
gav
とい
う
本で
ある。
い
う
な
ら
〈
化
学
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入
門V
とレ
う
初
歩
的
な
もの
で
あ
る。
舎
密は
オ
ラン
ダ
諮のの
E
20

の
音
訳(
別に
オ
ラン
ダ
語で
R
ZFCロ
号
と
もい
う)
ら
しい
が、
セ
の

音に
は
多
少
疑
問が
も
た
れ
る。
(
もっ
と
も
ND
Eω聞
を
ドン
タ
ク
と
批

っ
てい
る
の
だ
か
ら
当
然か
も
し
れ
ない。
文
字で
は
外
国
語
背を
正
確に

示せ
ない
の
で
あ
る
か
ら。)
格
庵は
時に
八
分
析
術V
な
ど
と
も
訳
し
て

い
る
が、
長
崎
通
詞や
辞
書
類は
文
久
あ
た
り
ま
で
八
分
離
術V
が
ふ
つ
う

で
あっ
た。
度
応
年
間の
英和
単
語
集に
八
化
学
者V
が
やっ
と
み
ら
れ
る

よ
うで
あ
る。
植
物
学、
動
物
学、
物
理
学な
ど
と
同じ
く
幕
末か
ら
明
治

初
期に
か
け
て
舎
密か
ら
化
学へ
と
うつ
り、
し
ば
ら
くは
両
者
援
用
さ
れ

る
こ
と
も
あっ
た
の
で
あ
ろ
う。
そ
れは
と
もか
く
本
書
は
その
序で
〈
嵯

乎
此
芯一
出。
旦
創
新一
世
之
耳
目
V
と
いっ
てい
る
よ
うに、
化
学が
日

本、
及
び
日
本
人に
学ば
れ
普
及
する
第一
歩をこ
こ
に
印
し
た
もの
で
あ

る。
近
代
化
学の
祖
とい
うフ
ラ
ン
ス
の
アン
ト
ワ
lヌ・
ロ
ーレ
ン
卜・

ラ
ゲォ
ア
ジヱ
の
「
化
学
要
論」
が
刊
行さ
れ
た
の
は一
七
八
九
年
(
克
政

元
年)
と
い
わ
れ、
そ
れか
ら
五
十
年
た
た
ずに
「
舎
密
閉
宗」
は
で
てい

る
の
で
あ
る(
竺。
そ
れ
ま
で
は
o
ミ同
g
(
酸
素)
とい
う
元
素
も
発
見

さ
れ
ず、
一
般に
は
フィ
ロ
ジ
ス
チy
ク・
セ
オ
り
なE一口間
百万円rg
ミ、

燃
素
説)
が
唱
え
ら
れてい
た
の
で
あ
る。
ま
た、
原
爆で
有
名に
なっ
た

ウ

ヲ
-
工ソ
ム

〈
烏刺
紐
母V
も
八
挽
近
発
見
さ
れ
た
元
素で、
新し
く
発
見
さ
れ
た
星・

ウ

ヲ
=
ウ
ス

カ

ラ

プ
ロ
ヲ
ト

烏
利
組
斯か
ら
名
をと
り、
一
七
八
九
年
加
羅
布
遜
多
氏
(
現
代は
ク
ラ
プ

ロ
l
卜)
に
よっ
て
発
明V
さ
れ
たと
述べ
てい
る。
その
所
在と
用
途に

つ
い
て
もふ
れ
てい
る
が、
こ
れ
もわ
が
国で
桜
初の
ウ
ラニ
ウム
紹
介で

あ
ろ
う。

「
舎
硲
関
宗」
は
序
例で
化
学の
領
域や
歴
史を
記
述し
元
素を
初
学の

記
諭の
た
め
に
イロハ
順に
列
挙し
てい
る。
こ
の
場
合、
上に
指
摘し
た

よ
うに、
淡名、
訳
名、
関
名
を
示し
てい
る。
参
考
まで
に
二
三
を
あ
げ

て
み
る。ホ

ト

ゲ
エ
ヲ
ム

巴

ヲ

キ
セ
イ
ゲ
エ
ウ
ム

主

カ

冒

リ

キユ

ム
ヨー

浮
多
厄
抵
母
船

阿
幾
舎
厄
紐
母
制

加
羅
里
究
母一則

カ
ル
ポ
ニ
キユ
ム
Hv、

加
爾
勃
尼
究
母
制

右の
八
光
素
t
炭
素V
は
特にこ
と
わ
り
ない
た
め、
格
庵の
訳か
と
恩

わ
れ
る。
さ
らに
ま
た
ω
渓
名
あ
る
もの
(シ
ナ
人の
訳)
と
倒
従
来
訳
名

あ
る
もの
を
区
別
して
あ
げ
てい
る
と
こ
ろ
(
例
話で
は
細
字の
部
分)
を

若
干え
らん
で
あ
げ
て
み
よ
う。

凶
硫
酸
部
浩
一一

硫
酸
苦
土
碓
水

ト
ウ

ア
ン

モ
エ
ア
ら刈司

塩制限
諮
模
M
E
刷

同
硫
酸
加
型
苧
拙世

潤
石

川協議蓬
糊
蓬
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ヵ
，
匂ヲ

消
駿
加
盟
副

酸
化
水
素
水覇

王

亜
硫
酸
加
盟
境

硫
一般
亜
鉛
糊

ア
ン
毛
ニ

ア

揮
発

諸
模
尼
班
塩

い
う
まで
も
な
く
椿
庵が
「
舎
密
閲
宗」
で
訳
出
あ
るい
は
採
用
し
た
用

語
が
現
代に
つ.つ
い
てい
る
わ
けで
ある。
さ
らに
加
えて、
格
庵
自
身
特

カ

サ

に
主
張し
て
い
ない
が、
玄
真の
場
合と
同
じ
く
八
容
航、
真

相V
と

モチマヘノカタチ

い
う
俗
語(日
常
一品)
で
わ
か
り
や
す
く
説
明する
態
度
をつ
と
め
てい
る。

ア

ル

セ

=
キ
ユ
ム

ま
た
八
枇
亜
爾
摂尼
究
母
アル
セニ
キo
メ
タ
lル
シ
ケル
ペ
ンコバ
ル

ト
O
俗
名山打
見
銀
山
鼠
取
薬V
の
よ
うに、
金
印刷や
薬
品の
紹
介に
も
巷
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聞の
わ
か
り
や
すい
名
称
を
附
する
こ
と
を
忘
れ
てい
ない。
し
か
し
本
沓

で
特に
注
目
さ
れ
る
の
は
格庵
が
シ
ナの
書
物
をか
な
り
参
考に
し
てい
る

こ
と
で
あ
る。
「
物理
小
識」
(4珊
沼町)
や
「
五
車
韻
府」
な
ど
頻
出
す
る

もの
で
あ
る
が、
そ
れが
その
ま
ま
訳
語に
も
関
係
し
て
し
ば
し
ば
八
淡

人、
漢
名V
の
語
をつ
け
て
シ
ナの
訳
語
を
示し
てい
る。
ωに
示し
た
淡

名
あ
る
もの、
す
な
わ
ち
〈
非」
消、
前哨
砂
V
な
ど
を
英
華
辞
典で
調べ
て
み

る
と
ま
さ
し
く
そ
の
と
お
り
で、
その
点
「五
車
韻
府」
な
どおそ
ら
く
絡

庵の
坐
右の
香と
し
て
活
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う。
ま
た
倒の
従
来
訳
名

あ
る
もの
で
は、
炭
酸
笛
達が
玄
真の
名
物
考
で
は
ま
さ
し
く
八
鎌
蓬
塩

(
品)
V
と
なっ
て
お
り、
「五
車
韻
府」
で
は
〈
青
塩V
(
別の
英
準
辞
典

で
は
8ι仰
の
訳
語と
なっ
てい
る)
と
なっ
て
い
る。
八
炭
酸
笛
逮
V
は

ケミストリー

格
庵の
訳
出と
考
えて
よ
か
ろ
う。
実は
化
学
も、
シ
ナ
で
は
八
丹
笥
之

7Eスト

事、
煉
用
法V、
化
学
者
も八
煉
用
的、
丹
家、
製
煉
家V
な
どの
よ
う
な

訳
を
し
てい
て、
八
分
離
術、
舎
密
/
分
離
家、
舎
密
家V
はい
ず
れ
も日

本の
訳で
あ
り、
舎
密は
格
庵
独
自の
もの
と
考
え
ら
れ
る。
か
な
り
英
華

辞
書や
漢
名
(シ
ナ
の
訳
語)
を
参
考に
し
た
と
思
う
が、
裕
庵は
彼
な
り

の
新
訳
も
ど
し
ど
しつ
くっ
て
いっ
た
と
思
う。
こ
のへ
ん
の
こ
と
ば
(
訳

語)
に
対
する
潔
癖
さ
は、
格
庵の
著
作に
関
する
限り
か
な
り
高
度と
み

な
し
て
よ
か
ろ
うと
思
う。
オ
ラン
ダ
語の
N2唱
は
英語の
8白唱
で、

石
鹸に
あ
た
る
わ
け
だ
が、
漢
名で
は
〈
石
品開、
番
品開V
と
い
うが、
西
洋

の
石
鹸は
シ
ナ
の
石
鹸と
は
似てい
て
異
なる
と
こ
ろ
も
ある
の
で、
忠
告

uti
プ
を
錫
布と
音
訳
し、
強い
て
音
訳
する
時は
〈
洋
製
石
品開V
と
註
し
てい

る。
こ
れ
は
ほ
ん
の一
例に
す
まない。
と
もか
く、
近
代日
本と
近
代
中

国
の
近
代
西
欧
諸
学
術を
中に
お
い
て
の
翻
訳
語
交
渉は
ほ
と
ん
ど
未
開
拓

の
分
野で
は
あ
る
が
改め
て
考
究さ
れ
ね
ば
な
らぬ
重
要な
課
題で
あ
ろ
う

と
思
う。

文
政
年
間
長
崎に
遊
学の
大
槻
磐
渓
(
玄
沢の
子)
は
通
詞の
吉
雄
某の

家で
英
華々
英
辞
典を
み
た
と
記し、
あ
る
オ
ラン
ダ
人は、
文
政
十一
年

に
長
崎
通
詞がモ
リ
ソ
ン
の
英
筆
辞
典
を
翻
訳し
てい
る
由
を
記
録し
てい

る。
シ
ナ
で
は
か
な
り
早
くか
ら
宣
教
師に
よっ
て
シ
ナ
語の
研
究が
お
こ

な
わ
れ
た
ら
しい。
ラ
テン
語と
シ
ナ
語、
英語と
シ
ナ
語
(
方
言
も
含め

て)
の
辞
書の
編
集
も
知ら
れ
てい
る。
日
本と
西
欧、
シ
ナ
と
西
欧
il

東と
西は
意
外に
近
く
な
りつ
つ
あっ
た
の
で
ある。
と
もか
く、
小
論で、

格
庵ら
の
訳
語を一
つ一
つ
シ
ナ
語と
比
較し
て
示
す
余
裕
もない
の
で、

今は
翻
訳
語に
関す
る日
支の
交
渉の
複
雑
さ
を
提
示
す
るに
と
ど
め
る。

た
だ
大
まか
な
と
こ
ろ、
日
本は
日
本
な
りの
訳
語が
あ
り、
一
般に
音
訳

(こ
の
用
語
も
熔
庵
で
は
用い
てい
る)
語は
裕
庵
な
どの
方に
多い。
い

わ
ば
原
語
を
その
ま
ま
用い
てい
る
(こ
の
態
度の一
端は
上の
題
言、
序

ソlr

カ
リ

例
で
わ
か
る)。
〈
曹
達・
加
里V
の
類は
多く、
その
表
記と
共に
明
治

に
入っ
て
以
後
長
く
用い
ら
れ
てい
くの
で
ある。

さて
も
う
少し
訳
語の
例
を
示し
て
み
よ
う。

ア
ル
カ
ワ

エン

元
索、
酸
化、
酸
化
物、
酸
性、
亜
爾
加
里
性、
塩、
中
性、
中
和、

金
属
酸
化、
水
索、
塗
索、
王
水、
背
険
加
盟、
細
胞、
大
気ノ
圧

力、
験
潔
器、
無
機
体(
機
体に
対
す)
還
元、
遊
離、
分
離、
蒸
留、

沸
騰、
定
量

右は
「
遠
西
医
方
名
物
考
補
巡」
に
すで
に
で
てい
る
もの
も
あり
「
植

学
啓
原」
と
も
関
連
する
が、
一
お
う
格
庵
ら
しい
もの
で
あ
る。
(
玄
真
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Q
訳、
その
他の
人の
も
あ
るか
も
し
れ
ない。)
た
と
えば
八
元
素V
に

つ
い
て
は
八
元
素
「
ホフ
ド・
ス
ト
フ」
蘭
格
按-一
元
素ハ
古
賢ノ
所
謂

ル
元
行ナ
リ
崎
陽J
柳
闘
翁
訳y
実
素トス。
の
テ
今
姑
ク
素ノ
字ヲ
用ヒ

学
者ノ
後
考玄
挨ツ
V
||す
な
わ
ち
元
行、
実
索か
ら
〈
元
素V
と
訳
出

し
た
わ
けで
あ
る。
〈
酸
化
物V
は
八
椴
化
物
「オ
キセ
イ
デ」
羅
「フル

シ
ゥ
ル
セル」
蘭
諸
物
駿
素卜
抱
合ス
レハ
酸
性ニ
ナ
リ
駿
味ヲ
生ス。

然ル
ニ
多
く
酸
素ヲ
帯
テ
酸
味ナ
キ
者ア
リ
是ヲ
耐用
化
物ト
日
フ
V
||
抱

合は
化
合の
こ
と。
別に
〈
親
和V
の
語
も
用い
て
い
る。
八
還
元V
で
は

〈
殿
化ノ
金
属、
復タ
其
酸
素ヲ
脱y
元ノ
金
形-一
還ル
ヲ
還
元
ト
謂フ
V

||
化
学
用
語
も
さ
らに
調べ
れ
ばい
ろい
ろ
で
て
く
るこ
と
と
思
う。
リ

トマ
ス
試
験
紙
も八
リ
トマ
ス
の
染
紙
V
と
実は
誤
ら
ず
用い
てい
る。
自主

索、
水
素で
は
〈
窒
素ハ
動
物
山
物
植
物-
ニ山町本吉シ
殊ニ
多ク
大
気ニ
弥
浸

γ
ス

ダ
ス

カ
品V

ハカ

ス。
大
気ハ
窒
素
瓦
斯
七
分。
酸
素
瓦
斯三
分ヲ
以
テ
成ル。
体
容ニ
テ
較

レハ
水
素
瓦
斯二
分
酸
素
瓦
斯一
分
ヲムロゾノ
水ト
ナル
V
---い
う
ま
で
も

な
く
水
素や
酸
素の
性
質に
つ
い
て
も
く
わ
し
く
解
説
し
てい
る。
水の
電

気
分
解
で
は、
そ
れ
ぞ
れ
〈
水
素
極、
酸
素
極(
ネ
ガ
チ
lフ。
ポ
ス
チ
|ファー

と
も)
V
の
用
語で
説
明
し
てい
る。
八
王
水V
に
つ
い
て
は、
八
世-一
一盟

都o
列
幹
亜
此ニ
王
水
ト
訳ス。
古
入
賞
金ヲ
諸々
ノ
王
者
卜
号ス。
此
酸

能
ク
黄
金ヲ
務ス
放-一
此
名ア
リ
v
l|
以
上ご
く
少
数の
例で
あ
る
が、

ほ
ほ
内
容の一
端は
紹
介で
き
た
と
思
う。
例に
あげ
た
もの
で
〈
験
湿

器V
は
現
代の
〈
混
度
計V
で
あ
る
が、
明
治
時
代は
ま
だ
用い
ら
れ
てい

た
よ
う
で
ある。
〈
寒
暖
計V
も
格
庵の
記
すと
こ
ろ
で
は
俗
間の
呼
称だ

っ
た
と
い
うか
ら、
こ
と
ば
の
運
命や
寿
命
は
ま
た
訳
者
を
離れ
て、
ど
う

し
ょ
う
も
ない
社
会
的
怒
意
性を
もっ。
そ
う
考
え
た
時、
格
庵の
訳
語
が

か
な
り
道
具と
し
て
も
使い
よ
く、
命
長ら
えて
現
代に
用い
ら
れ
て
きた

価
値は
大
きい。
電
気の
力
を
A
越
力
(
電
気は
越
列
機。
電
気は
シ
ナ
人

の
訳)
V
と
略
称
して
用い
てい
る
が、
こ
れ
も
明
治
初
年ま
で
もの
の
本

ゴ
ム

に
み
え
る。
ま
た
八
細
胞、
坤虐
殺(
而
刺
比
E
I)
な
ど
も、
シ
ナ
で
は
八
蜂

寓
的
貌、
小
房
/
樹
脂、
樹
修)
V
な
どと
訳
して
い
て
両
者のへ
た
だ
り

は一
つ
の
言
語
表
現をこ
え
た
内
容へ
の
深い
理
解に
ま
でつ
な
が
る
よ
う

で
あ
る。
特に
細
胞の
中で
八
腕ノ
葡
萄
状
細
胞V
に
八
注
射V
す
る
と
い

う
時の
そ
れ
は、
現
代の
〈
葡
萄
状
球
菌
(
球
形
細
胞が
多
数
不
規
則に
集

り、
葡
萄
状に
なっ
てい
る
細
菌)
V
とい
わ
れ
るの
に
等しい。

な
お、
養
父・
玄
真の
病
気を
源
泉
療
法す
る
た
めに
格庵
も
協
力
して

熱
海、
諏
訪、
修
禅
寺など
の
混
泉の
成
分
を
調べ、
外
国の
そ
れ
を
比
較し

考
察し
てい
る
が、
こ
う
し
た
化
学
分
析の
態
度と
方
法に
彼
らの
翻
訳の

そ
れ
が
あ
るといっ
て
も
過
言で
は
ない。
八
鉱
泉Vの
語
もふ
くめ
て、

は
じ
め
て
正
しい
意
味で
近
代的
な
温
泉の
概
念と
名
称が
う
ま
れ
たとい

っ
て
よ
か
ろ
う
か。
さ
ら
に
子の
輿
斎の
「
万
宝
新
書」
(4雄
一課)
で
は

セメント

オランダグE
ピlル
ヘルZス

八
縫
塞
料、
イン
キ、
洋
紙、
麦
酒、
仮
漆(ニ
ス)、
ポ7
l-ア(ポ7

l
ト)、
シ
lロ
l
プ、
チ
ー
ズ
V
な
ど
の
製
法と
そのJ原
語が
音
訳の
ま

ま
用い
ら
れ
てい
る。
その
他
紙や
すり(
砂
紙、
磨
紙と
あ
る)、
7
ッ
チ

(
早
附木と
あ
り、
近
年
舶
来の
白み
える)
の
製
法
な
ど
と
と
もに
文
化
史

上、
科
学
史
上
注
目
すべ
き
研
究が
数
多くの
こ
さ
れてい
るの
で
あ
る。

宇
田
川
家の
人々
を
中
心に
考
究
して
き
た
が、
「金口
密
関
宗」
の
外
篇

だ
けで
も
〈
坪
井
誠
柄、
小
村
英
庵、
杉
田
錦
勝、
足
立
栄
建、
青
木
周

弼、
島
立
甫、
広
瀬一元
恭V
な
ど
理
化
学
方
面に
す
ぐ
れた
蘭
学
者の
い
た

こ
と
を
知る。
島
氏な
ど
ま
だよ
く
わ
かっ
てい
ない
人
物だが
八
南
都
盛
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ヂシ牟

岡ノ
人、
善=
舎
密一
V
と
格
庵
が
記
し、
〈
澱
粉V
や
〈
丁
幾V
の
研
究
をよ

く
し
てい
た。こ
う
し
た
無
名
有
名の
蘭
学
者た
ち
||
幕
末に
近づ
くに

つ
れ、
その
す
そ
は
か
な
り
広
く、
全
国
的な
もの
と
なっ
ていっ
た
と
思

う
が
玄
真や
格
庵の
弟
子に
も
師に
劣ら
ぬ
俊
才がい
た
こ
と
は
彼
らの
記

録
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る。
その
他、
アル
キ
メ
デス
の
原
理
を
例の
逸

話と
と
もに
〈
称
水
之
理V(
称は
用の
意)
と
し
て
記
述、
物理
学へ
の
研

究
を
志し
た
青
地
林
宗、
その
翻
訳
書「
気
海
観
澗」
も
忘れ
るこ
と
は
で
き

ない。
ま
た
そ
れを
発
展
させ
て
「
気
海
観
澗
広
義」
(4控L昨)
を
著わ
し

エレ年テ
ワ
シティト

た
川
本
幸
民。
問
書に
は
じ
め
て
〈
越
歴
的
毘
失
帝
多V
の
語と
し
て
〈
支

那
人
近日
電
気ト
訳ス
V
が
み
え
る
の
で
あ
る。
力
学
を
八
力
芸
学V
と
し

て
出
てい
る
な
ど、
こ
の
方
面で
は、
ま
さに
幕
末か
ら
明
治へ
か
け
ての

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の一
人で
あっ
た。
(
彼に
は
明
治
四
年
刊の「
化
学
通」が

あ
る。)
な
お、
ま
だ
細
か
い
調
査は
し
てい
ない
が、
「
地
学
初
歩
和
解」

ご
巻・
字国
川
棒
之
介)
と
か
「
生
理
発
蒙」
(
十四
巻・
島
村
鼎
甫)
な

ど
地
学、
生
理
関
係の
観
訳
も
出
版
さ
れ
てい
る。
今
後
文
献の
渉
猟と一

そ
うの
考
究が
必
要で
お
ろ
う。

お
わ
り
に
こ
れ
ま
で
述べ
た
こ
と
で、
蘭
学
者た
ちの
研
究と
努
力引
近

代日
本
を
き
ず
く
上に
い
か
に
大
き
な
力に
なっ
た
か、
い
さ
さか
で
も
素

描で
きた
と
思
う。
近
代日
本
語の
成
立
過
程
を
単に
江
戸
諮か
ら
東
京
語

へ
とい
う
よ
う
なと
ら
え
方だ
け
で
は
な
く、
ま
さに
縦
文
化(
東
洋)
か
ら

横
文
化(
西
洋)
とい
う
態
度と
方
法で
考
究せ
ね
ば
な
ら
ぬこ
と
を
も
教え

る。
彼
らに
よ
る
文
字
通り
献
身
的な
蘭
書
翻
訳こ
そ、
近
代日
本語に
欠

く
こ
と
の
で
き
ない
要
素と
も
な
り、
性
格の一
部と
も
なっ
た。
し
か
し

蘭
学
者た
ち
の
教
養や
研
究に、
こ
と
ば
を
供
給し
た
の
は、
よ
か
れ
あ
し

か
れ
漢
学
(
儒
教)
で
あっ
た。
江
戸
時
代
すべ
て
の
学
聞は
漢
字の
素
養

の
上に
立っ
てい
た
といっ
て
もよか
ろ
う。
字
国
川
家に
し
て
も
然
りで

あっ
た。
古
賀
精
里の
子
伺
庵の
よ
うに
朱
子
学の
大
家で
あ
り
な
が
ら
蘭

学の
造
詣
深い
学
者がい
た。

||こ
うい
う
函か
ら
も
蘭
学
者が
翻
訳
を

考
える
時、
すで
に
小
論
中で
もふ
れ
ると
こ
ろ
が
あっ
た
が、
蘭語と
シ

ナ
語と
日
本
語と
い
う一二つ
の
異るこ
と
ば
を
比
較
対
照し、
よ
く
内
容、

概
念
を
理
解し
て
新しい
妥
当
な一
つ
の
表
現
を
う
み
だ
さ
ね
ば
な
ら
なか

っ
た
わ
けで
あ
る。
い
わ
ゆ
る
漢語に
よ
る
翻
訳
語の
多
く
も、
そ
うい
う

ぎり
ぎり
の
と
こ
ろ
でつ
く
り
だ
さ
れ
たの
で
あ
る。
もっ
と
も
多くの
点

で
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
なかっ
た
が。
ま
た、
そ
うい
う
彼らの
聞か
ら
漢

字、
漢
文へ
の
は
げ
しい
批
判、
い
わ
ば
現
代へ
つ
な
が
る
国
語
国
文
問
題

の
で
て
きた
の
も
必
然とい
わ
ね
ば
な
る
まい。
と
もか
く、
近
代日
本
語

の
成
立
過
程、
その
複
雑
さ
を
考
える
時、
蘭
学
者た
ちの
方
法の
発
展と

し
て、
近
代
語
研
究の一
方
法に
蘭・
支・
日
の
比
較
研
究が
必
要で
あ
ろ

う。
こ
う
し
た
商か
ら
八
比
較
語
学V(
仮
称)
を
提
唱し
て
筆
を
お
く。

〔
註〕

(
l)

た
と
え
ば
「
座
談
会
明
治
文
学
史」(
岩
波
書
応)

(
2)

小
著
「
近
代
日
本
語
の
成
立」
(
桜
級
社
出
版)
「
日
本
語
再
発
見」

(
教
養
文
庫)
を
多
照 。
本
論
の
〈
近
代
V
の
概
念
も
そ
れ
に
し
た
が
う 。

(
3)

本
稿
の
引
用
文
は
岩
波
文
庫
本
(
緒
方
富
雄
校
訂)
に
よ
っ
た 。

(
4〕

蘭
学
と
の
関
係
で
は 、
荻
生
伺担
保
の
「
訳
文
筆
諦」
な
ど
多
照 。

(
5)

岡
村
千
曳・
ド
ド
ネ
ウ
ス
の
邦
訳
に
つ
い
て
川
を
多
照 。

(
6)

寛
政
八
年
(一
七
九
六)
の
八
蘭
学
者
芝
居
番
付
V
に
よ
る
と
蘭
学
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者一
O
四
名
に
お
よ
ぶ 。

(
7)

岩
崎
克
巳
「
前
野
蘭
化」
を
参
照 。

(
8)

古
賀
十
二
郎
「
西
洋
医
術
伝
来
史」
(
日
新
書
院)

〈
9)

た
と
え
ば
浮
世
草
子
「
元
禄
太
平
記
五」
に
八
す
べ
て
理
学
の
沙
汰

は
仮
名
書
き
に
て
い
ひ
述
べ
て
は
埠
の
あ
か
ぬ
も
の
な
り
V
な
ど
み
え

る 。
こ
こ
で
は
シ
ナ
の
〈
性
理
学
V
を
さ
す
が 、
巷
閣
の
か
か
る
用
語

も
多
照
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う 。

(
叩)

渡
辺
康
輔・
阿
蘭
陀
通
詞
志
筑
氏
事
略
(
昭
和
日記
年
長
崎
学
会)

(
日)

そ
の一
節
に
八
若
シ
人
イ
ハ
ン
ニ
是 I
国
ノ
字 I
音
ハ
元
ヨ
リ

正
キ
直

ナ
ル
ヲ
蛮
夷
/
烏
嚇
ツ
ル
劫 i
音
ヲ
モ
テ
正
シ
ヌ
ル
ハ
イ
ト
ヲ
カ
シ
ト

是
大
ナ
ル
曲
言
ナ
リ

和
蘭
ノ
正
シ
キ
字 1
音
ヲ
モ
テ
近
世
ノ
批
リ
テ

尚
レ
ル品目
ヲ
正
シ
士口
ノ
直
ナ
ル
音
ニ
及
シ
ヌ
ル
コ
ソ
国
学
上ニ
忠
臣
ト

モ
イ
フ
ベ
ケ
レ
V
と
あ
る 。

(
ロ)

八
デ
ア
ル
V
ガ
グ

浜
言
葉MW
と
い
わ
れ
る
の
も
長
崎
通
詞
の
横
浜
移

住
と
関
係
が
あ
る 。
小
論・
近
代
語
の
標
章
を
参
照 。

(
日
)

甲山
ぬ
口
江

の
D
三
月同

の

=
回目
立
芯
吾作
g

ω
5
5
m
\
り一円
台
ロ
ロ
ロ
包
括

∞-
r・

2
0
四円
白
司
7
5
Emw
\
U
8
0
戸
三
島
問
2

5
E
丘町田
んW

Fw
何
百
日ど
お
の
Y
5
0H
hu

の

第
三
巻
に

〈
Z
S

SH
Y-

S
N
∞
1
4
5
a

g
牛
ミ

巳

ロ
l
JW

5

0H
ι
骨
片
O

目巾巾門

釦

包
括
g
口

町『
D
B

F
宮
口"

耳
y
oωぬ

ロ
ω
5
0

5

切
口
信一
r
o
F
一
ロ

号巾
凹叩円
三口0
0同

己
話

口
三
n
r

Z
叩
け
0
5

5叩
白
宮内口向

。同
5

5

5

5
-

3
5
2

E
u
n
O
B
E
C
E
S
t
a

g

百
戸
|日同
戸田

子
町
|門
Z

T
唱
g
gω

R
E
己
主
口町田

R
O
H
E
会
口
間

宮
0
5前
O
口
ぶ

巳口・

片岡
D
口
内w
q

BH
D
H
r
o
一「
品
目
由。
}
吉
岡
口
問
問。
一

叶
ゲ
町
一切
回

2
2
0
cm
ω
ロ
L

ZHOHmmC口問
P
2・
(
後
略)
V
と
み
え
る 。
英
和
辞
書
も
彼
ら
に
よ
っ

て
始
め
ら
れ
た 。

(
は)

勝
俣
絵
吉
郎・
語
学
の
逸
才
馬
場
佐
十
郎(
新
小
説)
を
参
照 。

(
日)

な
お
当
時
の
天
才
的
名
優・
中
村
仲
蔵
に
も
比
せ
ら
れ
て
い
る 。

(
凶)
「
泰
西
眼
科
金
書」
(4明灯ト年)

も
あ
り 、
眼
科
関
係
で
最
も
早
い
翻

訳
で
あ
る 。
杉
田
立
卿
・

「
限
科
新
書」
の
組
本
で
も
あ
る 。

(
げ)

玄
沢
の
「
時

解
体

重官」
(」〈地一」稗刊)

と
訳
語
上
関
係
が
深
い 。

セiニユ

(
団)

八
神
経
V
は
〈
池
奴 。
即
神
液
通
流
之
経
也 。
訳
白
神
経 。
義
訳
是

也
V
と
あ
る 。
「
蘭
学
事
始」
に
も
み
え
る 。
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(
凶)

既
述
の
八
和
解
例
言
V
に
蘭
訟
を
漢
字
で一示
す
理
由
に
つ
い
て
ふ
れ

て
い
る 。
原
音
の
正
確
を
期
す
た
め
で
あ
っ
た 。

(
却)

岡
村
千
曳
著
「
紅
毛
文
化
史
話」
(
創
元
社)
収
録 。

(
幻)
「
英
和
袖
珍
辞
書」
も
初
版 、
再
版 、
三
版
の
訳
語
の
違
い
に
注
意 。

(
幻)

ラ
ヴ
ォ

ア
ジ
エ
に
よ
り
〈
元
素
説
V
が
と
な
え
ら
れ 、
〈
酸
素
V
と

い
う
名
も
つ
り
ら
れ
た 。
酸
素
は一
七
七
四
年
に
発
見
さ
れ
た 。
ス
エ

l
デ
ン
の
シ
ェ
l
レ
は
〈
火
の
空
気
V 、
イ
ギ
リ
ス
の
プ
リ
l

ス
ト
リ

ー
は
八
燃
素
の
な
い
空
気
V
な
ど
と
よ
ん
だ 。

(
お)

本
書
は
初
版
が
い
つ
か
は
っ
き
り
し
な
い 。
た
だ
モ
リ
ソ
ン
の
華
英

字
典
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

彼
の

ヱ
ω

口一円
2
0
ロ
R
可

O向

子
ゅ

の
E
ロ
20

Fm
口
問
E
mo
uw

S

E-
-
ロ
ム-
H
∞
5
t
S
N
ω)

の
一

部
で
あ
ろ
う
。

追
記

小
論
は
昭
和
三
十
六
年
六
月
廿
四
日、
国
語
学
会
で
の
公
開
講
演

の
原
稿
を
も
と
に
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る 。

小
論
作
製
に
は
岡
村
千
曳
先
生
に
種
々
御
教一不
を
い
た
だ
き
深
く
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

|
早
稲
岡
大
学
講
師
l


